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「──クライヴ様！　朝です、起きてくださいっ」

　午前七時。七つの時鐘が鳴り終わるや否や、リアンヌは大音声とともにバーンと寝室の扉を開け放った。

　十八歳という妙齢の女性としては、いささかきまりは悪いが致し方ない。これも仕事のうち──いや、本来は別の人物がすべきことなのだが、ともかく今は寝起きの悪い主を起こすことが、ハートフィールド王国・王立騎士団の栄はえある正規団員たるリアンヌの最優先のお役目だ。

　天蓋付きの巨大なベッドの周囲に巡らされた帳とばりの内側には横たわる人影がぼんやりと見て取れる。だがその人影はリアンヌの大声にまったく反応しない。

　リアンヌはつかつかとベッドに近づき、躊躇なく帳を引き開けた。腰に手を当ててすーっと深く息を吸い、一気に吐き出す。

「クライヴ様っ!!　朝ですっっ!!　起きてくださぁーーーぃっ」

　先ほどの二倍を上回る声量を至近距離から浴びせかけられ、上掛けを頭からすっぽりかぶった人物の身体がビクッと揺れた。布の塊がもぞもぞと身じろぎすると、その下から黒褐色の髪が覗いた。

「……あと五分」

　その朦朧とくぐもった声にリアンヌは眉を上げ、顎を反らした。腕を組んできっかり五つ数え、勢いよく上掛けをはぎ取る。

「五分経ちました。さぁ、起きてください」

「嘘つけー！」

　寝ぼけながらも憤然と怒鳴る主を、リアンヌは冷ややかに睥睨した。

「朝です。起・き・て・く・だ・さ・い」

　黒褐色の髪は寝癖がひどく、ヘーゼルブラウンの瞳はいまひとつ焦点が合っていない。すでにボサボサの髪をさらに掻き回し、彼は大あくびをした。

　ハートフィールド王国第二王子、クライヴ。

　リアンヌは一年ほど前から彼の警護を拝命している。

　もうすぐ二十一歳になる王子は筋肉質の引き締まった体躯で面差しも整っているのだが、寝起きのボーッとした姿を見るたびに冬眠明けの熊を連想せずにはいられない。

「早く顔を洗って歯を磨いて、しゃきっとなさってください」

　上半身裸で寝ていたクライヴに怯みもせず、リアンヌは力任せに彼を引っ張り起こすと隣接するバスルームへ追い立てた。水を使う音がし始めるのを確かめ、クローゼットを開けて適当に見繕った服をベッドの上に並べる。

「クライヴ様。着替え、出しておきましたからね」

　バスルームに声をかけると、「おー」と返事があった。そのまま寝室を出て書斎を通り抜け、端の居間でしばらく待機する。やがて着替えを済ませたクライヴが現れた。ゆったりした白シャツに黒いトラウザーズ、乗馬用の長靴ブーツを身につけ、きちんと髪を梳かした姿はさすがに熊には見えない。ひいき目を差し引いてもかなりの男前だ。

「おはようございます、クライヴ殿下」

　改めて胸に手を当て、うやうやしく一礼する。本来ならばリアンヌの仕事はここからなのに、叩き起こすところから始めるようにと本人から頼まれているのだ。

　本来、彼を起こすのは王子付き侍従の仕事である。ところがクライヴの寝起きの悪さに以前から手を焼いていた侍従はその仕事を護衛役であるリアンヌに押しつけた。最初はさすがに遠慮がちに声をかけていたのだが、そんな生ぬるいやり方で起きるわけがない。しかし時間どおりに起こさないと騎士団の朝の調練に間に合わない。

　そしてリアンヌは気が長いとは言い難い性格だった。だんだんイライラしてきて荒っぽく揺さぶると、寝ぼけた王子に抱きつかれて反射的に張り倒してしまった。ビダン、とすごい音がした。

　それでばっちり目が覚めたクライヴは、我に返って蒼白になるリアンヌに怒ることもクビだと怒鳴ることもなかった。最高の目覚ましだと握った手をぶんぶん振り回して感激された挙げ句、今後はどんな手段を使っても叩き起こすようにと命じられてしまった。

　以来、顔を張り飛ばしたことはさすがにないが、起きろと怒鳴るのは毎度のこと。耳元で叫び、肩を掴んで揺さぶり、上掛けをはぎ取り、枕を強奪し、どうにかこうにか起こしている。

　そうまでしてクライヴが早起きにこだわるのは、王立騎士団の朝の調練に参加するためだ。王子である彼にとって、それは義務ではない。彼はいつでも好きなときに好きな騎士から稽古を受けることができる。騎士団長を呼びつけることも許される身分なのだ。

　二年ほど前、何を思ったか彼はそれまでの個人訓練を突然止め、見習い騎士たちに交じって訓練を受け始めた。

　ちょうどリアンヌが王立騎士団への入団を許された頃で、調練で王子の姿を見かけることもたまにはあった。たまに、なのはクライヴが致命的に朝に弱いせいで、しばしば寝過ごして参加できなかったのである。

　新人のリアンヌがどういうわけかクライヴ王子の王宮内警護役に大抜擢され、ついでに起床の責任まで押しつけられると、彼が朝の調練を逃すことはほぼなくなった。どんな手段を使っても必ず連れていけと本人から言質を取っているので、たとえ王子が寝ぼけたままだろうが調練場まで文字どおり引きずっていく覚悟である。

　一度しっかり目が覚めればふたたび寝落ちすることはないので、実際に引きずっていったことはまだないが。

　クライヴが朝の調練に参加するのは、実はリアンヌにとってもありがたいことだった。通常、王族の王宮内警護を命じられた騎士は時間的に朝の調練には参加できない。起きてから寝るまで近くに控えていなければならないからだ。ひとりにするよう頼まれたとしても、緊急時には即座に駆けつけられる距離にいなければならない。

　別に王宮が危険に満ち満ちているというわけではなく、貴人の警護とは本来そういうものだ。リアンヌとしては貴人というより奇人を警護している気がしなくもないのだが、ともかく警護対象であるクライヴが調練に参加してくれれば警護担当のリアンヌも加わることができる。

　クライヴの相手は上級騎士に任せ、一時間ほどリアンヌは同僚たちと剣を戦わせて心地よい汗を流した。女性騎士はまだ数えるほどで、ほとんどが男性相手の訓練だ。防具を着け、木剣での訓練ではあるが、女性だからと手加減されることはない。入団したての頃はしょっちゅう吹っ飛ばされて痣だらけになった。

　たゆまぬ努力を重ね、経験を積んで技術も向上した今、リアンヌは若手団員ではトップクラスの実力を認められている。長剣や槍を絶妙なバランスで取り回す動きは優雅と言ってもいいほどで、巧みな剣さばきで攻撃を受け流し、相手の力をうまく反撃に利用することも覚えた。

　クライヴ王子の警護役に抜擢されたときは、女騎士がまだ珍しいからだとか、ちょっとばかり美人だからだ、などとやっかみまじりに揶揄されたが、一年経つとそのような悪口も滅多に聞かなくなった。

「──リアンヌは本当、格好いいよなぁ」

　滞りなく調練を終えて宮殿へ戻る道々、馬を並べて進んでいたクライヴが突然そんなことを言い出した。

「は？　そうですか……？　ありがとうございます」

　面食らいながらリアンヌは会釈を返す。

　ぱっとしない子爵家の娘であるリアンヌは二年前に特別公募枠から騎士団に入団した。かつては国王自らが実力本位で団員を採用していた王立騎士団だが、代を経るごとに形骸化し、ついには裕福な良家の子息──それも次男三男といった跡取りでない者たちの名誉職のようになってしまった。

　それを憂えた当時の団長が国王に直訴し、身分、年齢、性別を問わず市井から実力者を発掘するための公募枠が新設されたのである。同時に正規団員として女性が採用されるようにもなった。それまでは名誉団員としてのみ上級貴族の奥方が名を連ねており、実際に剣を振るうことはむろんなかった。

　貧乏な下級貴族出身、しかも女性であるリアンヌは入団当初から嘲笑と侮蔑の的で、数えきれないほど不快な思いもさせられた。

　正規団員に義務づけられている朝の調練で実力を見せつけ、不合理な蔑視を払いのけたい──。ゆえにリアンヌは、ともすればクライヴの存在を忘れるほど訓練に熱中してしまう。

　そして実際に王立騎士団員たるにふさわしい実力の持ち主であることを証明し続けている。たとえ家が貧乏で女性でも、リアンヌは幼い頃から武芸塾アカデミーで鍛えた腕前の持ち主だ。経済的に厳しいため、なんとしても特待生の資格を維持しなければならないという事情もあった。

「だからさぁ、俺と結婚してくれよ」

　ニコニコしながら脈絡もなくねだられ、リアンヌは眉間にギュッとしわを寄せた。

「またですか……。冗談はやめてくださいと何度も申し上げたはずですが」

　クライヴから求婚されるのは、これでいったい何度目だろう。数えてないから不明だが、初回だけは覚えている。寝ぼけた彼に抱きつかれ、反射的に張り飛ばしたあのときだ。

　何がなんだかわからない様子で頬を押さえ、目を白黒させていたクライヴは、我に返ったリアンヌが青ざめると同時に「俺と結婚してくれー！」と叫んだ。

　寝ぼけただけだと思っていたら、それ以来クライヴは何かにつけて「結婚してくれ」と言い出すようになった。ときにはなんの脈絡もなくいきなりプロポーズされる。ありがたみもへったくれもなく、すでにリアンヌはそれを単なる軽口と決めつけている。

　リアンヌにげんなりといなされたクライヴは、急にまじめくさった顔になった。

「俺は本気だぞ」

「無理です」

「なんでだよ。リアンヌはバロー子爵家の令嬢じゃないか。身分に問題はない」

「子爵は下級貴族ですから問題はあります」

「大丈夫さ、俺は第二王子だからな。はっはっはー」

　お気楽な発言に、リアンヌはハァと溜め息をついた。

「無理ですってば……。前にも言いましたけど、わたし好きな人がいますので」

「誰だよそれ」

「内緒です」

「ふふん。本当はそんな奴いないんだろ？」

「いますよ！」

　ムッとしてクライヴを睨んだリアンヌは、彼のヘーゼルブラウンの瞳が思いのほか真剣なことにたじろいだ。その瞳は三年前からリアンヌが想いを寄せている人物にそっくりだ。

　でも違う。『彼』はクライヴではない。

「本当に好きな相手がいるなら教えろよ。俺の知ってる奴か？」

「言いたくありません」

「命令だと言ったら？」

「警護役を辞退させていただきます」

　硬い声音で応じると、クライヴは目を丸くした。

「……それは困るな」

　ひとりごちるように呟いて彼は馬の腹に軽くかかとを当てた。馬が速歩はやあしになる。問い詰められずにホッとして、リアンヌは彼の後を追った。

　クライヴのことは嫌いじゃない。

　そう、確かに好意は抱いている。でもそれは恋愛的なものではないはずだ。そんなことはありえない。

　だって、リアンヌの恋心は三年前からずっと『彼』に向けられているのだから──。

















２












　その日の午後。各種専門家たちからの講義を終えたクライヴに、リアンヌは茶と軽食を出した。本来これも侍従の仕事なのだが、彼らは用意するだけで給仕はリアンヌに押しつけている。

　侍従たちはクライヴ王子と関わりたがらない。なんというか、腫れ物にでも触るような感じ……なのだ。

　警護役を仰せつかる前から耳に入っていた噂では、第二王子はわがままでものぐさで、ささいなことですぐ不機嫌になる、扱いにくいぐうたら王子ということだった。

　クライヴ王子の王宮内警護を担当するように、と騎士団長から命じられたときは喜びよりも不安が大きかった。うまくやれるかしら……と心配だった。自分がちょっと──かなり？　──短気だという自覚はあり、案の定、ほどなく王族に手を上げるという暴挙を働いてしまった。

　何故かそれで気に入られ、求婚までされてしまって今に至るわけだから、人生何が幸いするかわからない。

　リアンヌが警護役になってしばらくは、確かにクライヴは噂どおりの人物に思えた。すぐ侍従に難癖をつけるし、何をするにも『面倒くさい』を連発する。怒鳴り散らして侍従たちを追い払ったこともたびたびあった。

　しかしクライヴがリアンヌに怒鳴ったことは一度もない。リアンヌのほうは今や毎朝彼を怒鳴っているけれど、それで機嫌を損ねたことはなかった。むしろ、寝覚めの悪いクライヴをせき立てて身繕いや身支度を済ませ、首尾よく騎士団の調練に参加できているわけだ。

　おかげでリアンヌは警護担当なのにすっかりお世話係にされてしまった。どのみち朝は早く起きるし、茶の用意をすれば相伴に預かって美味しいお菓子を食べられるので、特に負担に感じてはいないけれど。

「──クライヴ様。そろそろダンスの練習をなさったほうがいいと思います」

　お相伴で香り高い高級紅茶をうっとり堪能していたリアンヌは、ふと思い出してたちまち現実に戻った。するとクライヴが大仰に顔をしかめる。

「やだよ、面倒くさい」

「いくら面倒くさくても、ご自分が主役の舞踏会で恥を掻くのはおいやなのでは？」

「むしろ大いに恥を掻きたいね」

　肩をすくめて高価な磁器のカップをぞんざいに傾ける王子を、リアンヌは呆れて眺めた。

「何言ってるんですか、正式な成人祝いなんですよ？　せっかく国王陛下が計画してくださったのに」

　ハートフィールド王国では十六歳になると準成人と見做され、舞踏会や晩餐会などの夜の催しへの保護者付き参加、成人が同席した上での飲酒、親の同意を得ての結婚が許される。二十一歳で正式に成人となり、仕事や結婚相手、居住地などを自由に選べるようになる。といっても貴族であればなかなかそうはいかないのが現実だ。

　王子であるクライヴは、さまざまな分野の専門家から講義を──いやいやながら──受けているが、それも成人と同時に終わり、あとは王族として政務に取り組むことになる。

　クライヴの二十一歳の誕生日は十日後に迫り、その夜は盛大に舞踏会が開かれるのだ。

「父上の快気祝い舞踏会ってことにすればいいじゃないか。俺の成人を祝いたがる物好きなんかいないだろ」

「いますよ！　少なくともここにひとりは」

　リアンヌが憤然と自分を指すと、軽く瞠目したクライヴはニヤリとして身を乗り出した。

「そりゃどうも。じゃあ、俺と結婚してくれ」

「成人を祝う舞踏会で息子が恥を掻いたら国王陛下も悲しまれます。せっかく持ち直したのに、またご病気がぶり返すかもしれません」

「無視か……」

　がっくりと顔を掌で覆ってクライヴが嘆息する。かわいそうだが気を持たせてはかえってよくないと心を鬼にして取り合わないことにした。

「陛下のご病気がぶり返すのはイヤですよね？」

「もちろんイヤだが……」

「だったら喜ばせてあげないと！　クライヴ様がご令嬢方と優雅に踊る姿をご覧になれば、息子の成長ぶりに陛下もさぞやお喜びになるでしょう。クライヴ様は舞踏会をサボってばかりでしたから」

「だから下手なんだって！」

「だ・か・ら、練習なさってくださいと申し上げているのですっ」

　眉を吊り上げて睨む。クライヴは条件反射のように怯んだものの起床時のようには素直に従わなかった。彼が従順なのは頭がうまく働いていない寝起きのときだけだ。

　焦って目をキョトキョトさせた王子は、ふと何か思いついた様子でニヤリとした。

「いいぞ、練習しても。おまえが相手してくれるんなら、さ」

「わかりました」

「えっ、おまえ踊れるの!?」

　驚愕されてリアンヌは憤慨した。

「馬鹿にしないでください！　わたしはこれでも貴族の娘なんですよ!?　ダンスくらい踊れて当然ですっ」

「いや、馬鹿にしたわけじゃないが……。あれだけ剣を扱えるなら女らしいことは逆に不得手だろうと……」

「刺繍や裁縫はダメですが、ダンスはけっこう得意なんです」

「ああ、じっとしてるのがダメなんだな」

「何か仰いましたか」

「い、いや！　身体を動かすのが得意なんだな、と」

　焦って言い直す王子に、リアンヌは謹厳な面持ちで頷いた。

「そうです、乗馬と一緒です。要は相手と息を合わせられればよいのです。クライヴ様は乗馬が得意なのだから、ダンスだってまじめに取り組んでいれば今頃は名手になっていたはず」

「それは暴論──」

「四の五の言わず、練習あるのみ！　あと十日しかないんですよ？　さぁ、さっさと練習しましょう」

「今からか!?」

「これから舞踏会まで、講義のあとはダンスの練習です。お茶の時間はダンスの後に」

　しぶしぶクライヴは立ち上がった。王子の居間は広々としており、ダンスの練習にあてるスペースは充分にある。

「ステップは覚えてますよね」

「たぶん……」

「ともかく一度踊ってみましょう」

　音楽がないので、いち、に、さん、と拍子を取りながらワルツを踊る。舞踏会で踊るのは、カドリール、ポルカ、ワルツなど。カドリールは集団で踊るもので、ポルカとワルツは男女ペアで踊る。

　ポルカでは時折腕を組んでくるくる回るくらいだが、ワルツは最初から最後までほとんど抱き合うような格好で踊るため、どちらかが極端に下手だとうまく踊れない。舞踏会で一番人気のある曲目が、まさしくこのワルツなのである。

　ひととおり踊ってリアンヌは溜め息をついた。

「────クライヴ様、本っ当ーに下手ですね」

「だからそう言っただろうがっ」

　涙目で言い返される。ステップを必死に思い浮かべながら踊っているのか、動作がものすごくぎこちないのだ。

「これは相当練習しないと……。ワルツが下手だとモテませんよ」

「モテなくていいんだよっ、俺は！　リアンヌが求婚に応じてさえくれれば──」

　またかとげんなりしかけて、ふと思いつく。

「……ワルツもろくに踊れない人と結婚するなんて、とても考えられませんね」

「なんだと……!?　よしっ、死ぬ気で練習するぞ！」

　躊躇なく宣言され、かえってリアンヌは慌てた。

「い、言っておきますけどワルツが踊れるようになったら結婚を考えるとか、そういう話じゃありませんからね!?」

「わかってる。しかし踊れなければ門前払いなんだろう？　だったら踊れるようにしておきたい。踊れないのと踊らないのとでは大違いだからな」

「まぁそうですけど……」

　ともかく前向きに取り組んでもらえればいいか、と気を取り直す。

　にわかにやる気を増した王子を、リアンヌは手取り足取り指導した。好意を利用して口車に乗せたことに若干の申し訳なさを感じたが、クライヴの『結婚してくれ』が本気だとは思えない。

　たぶん気の置けない相手にじゃれかかるようなもの。本気にしたら馬鹿を見ることくらい、上流階級の男女が日夜繰り広げる恋の駆け引きには全然興味のないリアンヌにだって、わかっているのだ。

（本気にするわけないわよ。わたしにはちゃーんと好きな人がいるんだから）

　好きな人がいることと、その恋が成就するかどうかはまったくの別問題。それにリアンヌは王立騎士団に入団したときから騎士としての実績を積み、高い位階に昇ることを第一の目標としていた。

　下級貴族の娘たちは大抵、経済的な事情もあって準成人になると目の色変えて結婚相手を物色し始める。しかし騎士団に『就職』できたリアンヌは結婚しなくても生きていけるすべを実力で手に入れた。

　実際、意に沿わぬ結婚を回避するために入団したようなもの。具体的にそういう話が来ていたわけではないが、来てしまってからでは遅すぎる。

　憧れの『彼』を心の支えとして、得意とする剣技をもって騎士団内で確固たる地位を築くのだ。そのためにも、まずはこのぐうたら王子をビシッと躾けてさしあげねば。

「──そうそう、その調子です。いち、に、さん、いち、に、さん」

　クライヴのステップは次第になめらかになってきた。王族としてダンスは必須教養ゆえ、子どもの頃から叩き込まれる。身体で覚えたものは実際に身体を動かせばわりあいすぐに感覚がよみがえってくるものだ。

　とはいえまだまだ頭で考えているようで、彼の顔はこわばり、眼は血走り、崖から落ちそうになった人がしがみつくかのように、握った手にぎゅうぎゅう力を込めてくる。

「……クライヴ様、顔が怖すぎます」

「必死なんだっ」

「笑顔、笑顔でね」

「無理！」

「じゃあ笑わなくていいから、口角だけ上げてみてください」

　よけいに怖くなっただけだった。

「あー……いいです、今日はステップだけに集中しましょう」

　しばらく掛け声だけで踊ったが、それも味気ないかと、リアンヌはよく知られたワルツの曲を口ずさみ始めた。クライヴのステップにもだんだん余裕が出てきて、次第に楽しくなってくる。社交や結婚相手探しが目的の舞踏会におもしろみを感じないだけで、リアンヌはダンス自体は好きだし、得意なのだ。

　やがて、黙々とステップを踏んでいたクライヴが、ぼそっと呟いた。

「なぁ、リアンヌ。俺と結婚してくれよ」
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　不意打ちに、彼の足を思いっきり踏んづけてしまう。

「あっ、すみません！　わざとじゃないですよ」

「なら可能性ありだな」

「どういう理屈ですか、それ」

　ムッとしてリアンヌはふたたび彼の爪先を踏んづけた。

「痛ェ！」

「今のはわざとです」

「それくらい、わかるっ」

「しつこい男は嫌われますよ、クライヴ様」

「何度も求婚してれば、そのうち断るのが面倒になって承諾してくれるかと……」

「そんなわけないでしょ！　何考えてるんですか」

　足を止め、組んだ手を解いて彼を睨む。王子はしょんぼりと眉を垂れた。

「リアンヌは俺が嫌いなのか？」

「嫌いじゃありませんが、もっと好きな人がいるんです」

　きっぱり返すとクライヴは顔を手で覆って大仰に嘆息した。

「クライヴ様には、わたしよりずっとお似合いのお相手がいますよ。今度の舞踏会で見つかるかもしれません。いいえ、見つけましょう！　そのために、しっかりワルツを練習して──」

「なぁ、おまえの好きな奴って誰なんだよ」

　苛立った口調で遮られ、はぐらかすように早口で喋っていたリアンヌはきゅっと唇を引き結んだ。

「俺がそいつに何かするとでも思ってるのか？」

「そういうわけじゃ、ないですけど……」

「だったら教えろ。そいつが俺よりいい男なら諦めてやる」

「じゃあ諦めてください」

「即答か！　本当に俺よりいい男なのか!?　俺だってけっこういいと思うぞ！　俺よりいい男と言われて思いつくのは、兄上くらい──」

　思わずギクッとしたのを目ざとく気付かれてしまう。

「──兄上なのか？　え……マジで……？」

　唖然とするクライヴを見ていられずに、ふいと顔をそむける。

　ハートフィールド王国第一王子アーノルド。二十三歳の彼はクライヴの異母兄だ。容姿端麗、頭脳明晰、文武両道、謹厳実直。ほぼ完全無欠と言っていい。ただ一点、生母が流浪の旅芸人だったということを除けば。

　その一点だけはクライヴに利があった。彼の生母は正妻である王妃だ。すでにどちらの母親も亡くなっており、表面的には異母兄弟に確執は見られない。

　国王である父にさえときに平然と口答えするクライヴが異母兄のアーノルドにだけは逆らわないのだから、彼が異母兄を慕い、父以上に尊敬していることは間違いないだろう。

　さらに、国王が未だ正式な後継者を指名していないことから、母が正妃でないとはいえ優秀な兄王子をいずれ王太子にするおつもりだろうと噂する者も多い。

　棒立ちになっていたクライヴは、いきなり黒褐色の頭髪をぐしゃぐしゃ掻き回しながら叫んだ。

「うおおおおー！　兄上相手じゃ無理だぁっ。あの完全無欠な兄上が恋敵なんて……っ。俺に勝ち目は万にひとつもない……！」

　そうでしょうと頷きつつ、口に出して肯定するのはさすがに気が引けて黙っていると、鳥の巣のごとくボサボサになった頭を押さえてハッとクライヴは目を瞠った。

「──待てよ!?　兄上はすでに婚約してる！　相手は隣の国の王女だ。しかも美人で可愛い！　いや、別にリアンヌが不美人で可愛くないとは言ってないぞ！」

「お気遣いなく」

　アーノルド王子の婚約者はナディーンといい、隣国であるヒースコート王国の王女だ。国王の病気見舞いという名目で二か月ほど前にハートフィールド王国を訪れ、そのまま王宮に滞在している。リアンヌは遠目からしか見たことはないが、美しい姫君だという噂は耳にしていた。

　クライヴは腕を組むと、いかにも深刻そうな面持ちで嘆息した。

「気の毒だが、どうがんばってもリアンヌに勝ち目はないな」

「大きなお世話です！」

　憤慨するリアンヌの手を、はっしとクライヴは握りしめた。

「兄上のことはすっぱり諦めて俺にしておけ。一生大切にするぞ」

「クライヴ様こそ冗談は大概にして、ご身分にふさわしい結婚相手をお探しください」

「いいや、俺はリアンヌがいい」

　冷たくいなしても、きっぱり言い返されてしまう。リアンヌは眉間にしわを寄せて深々と嘆息し、握られた手を断固たる意志を持って振りほどいた。

「アーノルド殿下と結婚したいなんて大それた望みは抱いておりません。そもそもわたしはハートフィールド王国の騎士として大成することを生涯の目標としていますから」

　リアンヌは数歩下がると胸に手を当てて一礼した。

「クライヴ殿下におかれましては、成人されたのち王族としてなすべきことを真剣にお考えいただきたいと存じます」

「いつだって俺は真剣に考えてる！」

「そうでしょうか」

「そうだとも。だからリアンヌに──」

「ではダンス教師を手配して参ります」

「──は？」

「将来のことを真剣にお考えであるならば、成人祝いの舞踏会で恥を掻くわけにはいかないことも、よーっくおわかりかと。ダンス教師と伴奏者を呼んで参りますので、特訓なさってください」

「特訓ならおまえとする！」

「わたしは殿下の警護が任務です。のんきに踊ってなどいたら、いざというとき後れを取るやもしれません。そんな危険を冒すわけにはまいりませんので」

「いざってなんだよ。今どき王宮内で暗殺されるわけないだろ」

「尊い御身ゆえ、用心に越したことはありません。──では、しばし失礼いたしますが、わたしが戻ってくるまでこの部屋からお出になりませんように。万が一、お逃げになったりしたら……」

　身構えるクライヴに、リアンヌは戸口で振り向いてにっこりした。

「明日の朝は、水をぶっかけて起こしてさしあげます」

「～～～っ」

　問答無用とばかりにバタンと扉を閉め、大股に廊下を歩きだした。背後からくぐもった悔しげなわめき声が聞こえてきたが、リアンヌは足を止めなかった。
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　それから十日。拗ねて拒絶するかと思いきや、クライヴはまじめにダンスの練習に取り組んだ。

　ダンス教師は男性だが、女性のステップももちろん完璧だ。立派な体格の男性ふたりが大まじめな顔で密着して踊る姿に、壁際に控えたリアンヌが口許をぴくぴくさせていると、ギロリとクライヴに睨まれた。

　仕返しのつもりか、彼はリアンヌに騎士団の制服の上からドレスを膨らませるためのクリノリンを装着して相手をさせた。女性の膨らんだドレスの裾をうまくさばく練習も必要、と教師に言われ、ここぞとばかりに相手役としてリアンヌを指名したのだ。

　珍妙な格好に笑いを噛み殺す王子にムッとして、教師から見えないのをいいことに思いっきり足を踏んづけてやった。クライヴは顔をしかめつつ、それでも楽しそうに笑っていた。

　舞踏会の前日。これなら誰と踊っても大丈夫でしょうと教師が請け合ってくれてリアンヌはホッとした。彼が失敗して恥を掻いても警護役であるリアンヌの責任ではないが、やはり主には颯爽としたところを見せてほしい。そして、これを機にぐうたら王子の悪評を払拭してもらいたい。

（そうよ、クライヴ様はかなり変なところもあるけど、意外とまじめで努力家なんだから）

　どういうわけか彼がわざとデキの悪さを装っているらしいことを、今ではリアンヌは確信していた。誰もが優秀と認める異母兄には敵わなくとも、王族としてもっと敬意を払われてしかるべきだ。身びいきが全然入っていないとは言わないけれど、本気でそう思っている。

　そして、いよいよ誕生祝いの舞踏会当日──。

　正装のジュストコールに着替えたクライヴに、リアンヌは思わず見とれてしまった。

　首回りにはレースのクラヴァット。美しい刺繍の施された丈長のジレ、膝下までのブリーチズに真っ白な絹の長靴下ホーズ、ピカピカに磨かれた、バックル付きのエナメル靴……。

「どうだ、見直したか」

　称賛の視線に、クライヴもまんざらではない様子で顎を反らす。

「はい！　馬子にも衣装ですねっ」

「……それ褒めてないぞ……」

「全力で褒めてます！　見違えました、王子様みたいです！」

「いちおう王子なんだけど俺」

「はっ、そうでした！　大変失礼いたしましたっ」

　リアンヌは焦って深々とお辞儀した。

「それより、リアンヌ。なんでそんな格好なんだ？」

「は？　王立騎士団の正式礼装ですが、何か……？」

「なんでドレスじゃないんだ」

　ぽかんとリアンヌは王子を見返した。

「わたしがお供するのはあくまで職務の一環であって、踊るためではありませんので」

「踊っていいんだぞ。ダンス好きだろ」

「好き嫌いの問題じゃありません！　それより、ほら！　早く行かないと遅刻しますよ」

　不満げなクライヴの背中を押して馬車に乗せ、リアンヌ自身は馬に跨がって馬車の横につく。

　舞踏会の会場は主宮殿にある大広間だ。王宮にはたくさんの大広間があるが、ここが最も広く、格式が高い。

　王族は基本的に主宮殿に住まうのだが、クライヴは十六歳で準成人となると同時に主宮殿を出て王城の端のほうにある古い宮殿に移ってしまった。現在、主宮殿には国王と第一王子アーノルドが、それぞれ別の翼棟で暮らしている。

　大広間の高い天井からは豪華なクリスタルのシャンデリアが下がり、無数の蝋燭の灯がガラスや鏡に反射して眩しいくらいだ。

　今夜の主役であるクライヴには名家の御曹司たちが付き従っている。ふだんは寄りつきもしないのに、今日ばかりは国王に命じられたのか主宮殿の入り口で待ち構えていて、彼が馬車から降りるなり包囲するように取り囲んだ。

　何かおべんちゃらを言っているようだが、クライヴは相手にもせず、リアンヌを探すように周囲を見回した。人垣で遮断されていることに気付いて彼は残念そうに肩をすくめた。

　大広間に入っていくとラッパが吹き鳴らされ、主役の来場が告げられた。歓談していた人々から拍手が巻き起こる。クライヴは軽く頷いて拍手に応え、中央で人々に囲まれている一群の人々に堂々と歩み寄った。彼の父親であるハートフィールド国王ハドリー、異母兄の第一王子アーノルド、そして彼の婚約者であるヒースコート王国のナディーン姫だ。

　クライヴは胸に手を当ててうやうやしく一礼した。

「父上、お元気になられて何よりです」

「うむ。おまえが無事成人の日を迎えられたことを嬉しく思うぞ」

　ハドリー王は四十五歳。長らく病に臥せっていたせいか実年齢よりも老けて見える。栗色の髪に混じる白髪もずいぶん増えたようだ。だが、正妃の子である次男が成人を迎えたことを喜び、表情は明るい。今は病み上がりでやつれているものの、まだまだ若いのだから順調に回復するに違いない。

「ありがとうございます。──兄上、ナディーン姫」

「成人おめでとう」

「おめでとうございます」

　アーノルド王子とナディーン姫が微笑んで祝いの言葉を述べる。離れたところから見ていたリアンヌは、並んだふたりをお似合いだと思った。ナディーンの顔をはっきり見るのはこれが初めてだが、確かに美人である。気取ったところがなく、おっとりと可愛らしい。わりと小柄で、いかにも深窓のお姫様という雰囲気だ。

　ナディーン姫がアーノルド王子と並んでいるのを見ても、リアンヌの心は波立たなかった。アーノルドに対する想いは、やはり『恋』ではないのかもしれない。

　クライヴには誤解されたが、実際リアンヌが恋心を抱いているのはアーノルドではなかった。声と瞳の色が彼に酷似した別の人物だ。

　その人は、養ってもらうために結婚するという考えを受け入れられないリアンヌを励まし、王立騎士団の公募について教えてくれた。剣の腕前に自信があるなら受けてみてはどうかと勧められたリアンヌは、見事公募試験を突破して正規の騎士団員となった。

　しかしリアンヌは恩人の正体を知らない。顔さえはっきりしない。あのとき彼は目許と右頬を覆う形の仮面を付けていた。手がかりはヘーゼルブラウンの優しい瞳と、穏やかに微笑んでいた口許、そして低く深みのある声。

　騎士団員として王城に上がるようになって、査閲のときに偶然アーノルド王子の声を聞いた。それは恩人の声とよく似ていた。瞳の色も同じように思えた。

　ただ、ヘーゼルブラウンの瞳はハートフィールド王国では特に珍しいものではない。貴族や王族にも多く、騎士団の団員にもたくさんいる。クライヴ王子さえそうなのだ。だから、真に手がかりになるのは耳に残る低く優しいあの声だけと言っていい。

　査閲でリアンヌを見てもアーノルド王子の表情は変わらなかった。弟のクライヴと違い、アーノルドはふだんからほとんど感情を表に出さない。たとえ気付いたとしても、傍からわかるほど顔に出したりはしないだろう。

　寂しいことだが、ひょっとしたらとっくに忘れられているのかも。行きずりに言葉を交わしただけの、名もない少女のことなど覚えていなくても不思議ではない。

　そう考えると、ほんのちょっと──本音を言えば、かなりがっかりした。もし彼が気付いてくれたら、面と向かってお礼を言えたのに。

　だが、すぐに思い直した。騎士として王国に尽くすことで恩返しはできる、と。

　それに、よく考えたら仮面を付けていたのだからお忍びだったのだろう。騎士たちの前でうっかり口を滑らせなくてよかったと、後になって胸をなで下ろした。

　それ以来、密かにリアンヌはアーノルド王子を『恩人』として思慕している。クライヴの意味不明な求婚を躱すため、好きな人がいると言い訳したとき思い浮かんだのはいつかの『恩人』──アーノルドかもしれない彼の姿だった。

　でも……と今になって思うのだ。

　これは『恋』ではないのでは……？　そもそもアーノルド王子と『あの人』が同一人物だという確証はないのだ。ただ、声と背格好がよく似ているというだけ。それでも、そう思い込むことで大いに励みになった。

（声は似てるんだけど、なんとなく違う感じもするし……）

　口調の違いだろうか。リアンヌは未だアーノルド王子がくだけた喋り方をするのを聞いたことがない。謹厳実直な王子らしく、感情をあまり伴わない、悪く言えば冷ややかな話しぶりだ。もっともリアンヌは査閲や公務のときしか声を聞かないので、家族と喋るときは違うのかもしれない。

（でも、クライヴ様に話しかけるときもあんな感じなのよね）

　大抵は彼の行状を注意したり、説教だったりするのだから当然だが。

　そうこうするうち取り巻きたちの挨拶も進み、何人もの着飾った令嬢たちが両親に伴われてクライヴに挨拶していた。やはり国王はこの舞踏会でクライヴの結婚相手の目星も付けておくつもりらしい。

（当然よね、晴れて成人されたんだもの）

　王侯貴族は大抵、十六歳で準成人になると結婚相手を探し始め、特に女性は正式成人の前に結婚することが多い。逆に、二十一歳までに婚約が整わない女性は『嫁いき後れ』と見做されてしまう。だからみんな必死なのだ。

　男性のほうは三十歳くらいまで独身でいてもなんとも言われないのだから、まったくもって不公平である。

　リアンヌはクライヴに挨拶している令嬢たちをしげしげと観察した。年齢は一番上でも十九か二十歳くらい。王子の花嫁候補だけあって、皆いかにも裕福そうだ。顔の造作も悪くないが、ナディーン姫の右に出るような美女はいない。

　あまり評判が芳しくないとはいえ、それでもクライヴは正妻腹の王子で、見た目も悪くない。舞踏会をサボり倒してきたせいであまり顔が知られていないことも、いい意味で予想を裏切ることとなった。

　なにせ毎日顔を合わせているリアンヌでさえ、ぱりっと正装した彼にはうっかり見とれてしまったのだ。気のせいか、花嫁候補の令嬢たちの目付きが、にわかにギラギラし始めた気がする。

　クライヴは、というと、どの令嬢に対しても一律にそっけなく会釈するだけだった。もうちょっと愛想よくできないのかとやきもきしている自分に気付いてリアンヌは顔を赤らめた。

　いつのまにかお世話係が板についてしまったことを不本意に感じると同時に、彼が結婚したら毎朝叩き起こす必要もなくなるんだ……と思えば妙に落ち着かない気分にもなって当惑する。

　花嫁候補とおぼしき令嬢たち五人の挨拶が済み、止まっていた楽団の演奏が再開した。舞踏会の幕開けを告げる前奏曲だ。病み上がりの国王は今夜は見物だけのようで、用意された席に座る。

　まずは集団でカドリール。次々に相手が替わるダンスで、クライヴはとりあえず花嫁候補全員と踊った。無難にこなしてはいるが、どうにも無愛想だ。練習ではけっこう楽しそうに踊っていたのにどうしたのだろう。

　カドリールが終わるとポルカになり、歓談や飲食を挟んでお待ちかねのワルツの時間となった。

　アーノルド王子が婚約者のナディーン姫にお辞儀して手を取る。クライヴは花嫁候補の中で一番年嵩の令嬢と組になった。年齢順でお相手する取り決めなのかもしれない。

　リアンヌはハラハラしながらダンスを見守った。我が子の晴れ舞台を見守る親はこのような気持ちなのだろうか？　彼の練習にずっと付き合ってきただけに、緊張具合は実親である国王陛下を上回る自信がある。

　クライヴのステップは完璧──とまではいかずとも、充分に立派だった。時折他の組とぶつかりそうになってヒヤリとさせられることもあったが、衝突事故を起こすこともパートナーを転ばせることもなく、無事に五人の花嫁候補と踊りきった。

　リアンヌはホッと胸をなで下ろし、ご立派でしたと後で褒めてさしあげねば……と感慨に浸った。玉座から立ち上がった国王がクライヴの元へ歩み寄り、肩に手を回す。

「素晴らしかったぞ、クライヴ。成人を機に王族としての自覚を持ってくれて嬉しく思う」

「そんな大げさな。踊っただけじゃないですか」

　警戒するようにクライヴが言い返すと国王は大きくかぶりを振った。

「いやいや。今まで舞踏会を欠席ばかりしていたおまえが、こんなに立派に踊れたのだ。小耳に挟んだところでは、毎日ダンスの練習をしていたそうではないか。騎士団の朝の調練にも欠かさず出席していると聞く。嫡子たる自分の立場を、ようやっとわきまえてくれたのだな」

「そういうことでは──」

「これで安心しておまえに任せることができる」

「父上、快復なさったのに、そんな縁起でもないことを……」

「そうではない。クライヴよ、おまえを我が国の正式な王太子にすると決めたぞ」

　国王の宣言に、シーンと静まり返った大広間が、次の瞬間一気にどよめいた。

　唖然としていたクライヴは、血相を変えて父王に食ってかかった。

「ちょ、ちょっと待ってください！　俺は次男です、兄上を差し置いて後を継ぐわけにはいきません！」

　彼の叫び声に、衆目がアーノルド王子へ集まる。第一王子の顔はこわばり、青ざめていたが、自ら抗議の声を上げようとはしなかった。傍らのナディーン姫は、そんな婚約者をひたすら心配そうに見上げている。

「確かにおまえは二番目の息子だが、亡き王妃の産んだ唯一の子だ」

「兄上のほうがずっと優秀です！　俺みたいなちゃらんぽらんのぐうたらが国王になったら、速攻でハートフィールドは滅びますよ!?」

「優秀なアーノルドが付いていれば大丈夫だ。──アーノルド。弟を支えてくれるな？」

　国王の訴えかけるような問いにアーノルド王子の瞳が一瞬揺れる。彼は顔を伏せ、胸に手を当てて一礼した。

「陛下の仰せのままに……」

「兄上っ」

　困惑しきった声でクライヴが叫ぶと、彼はたしなめるように弟を見やった。

「父上の仰るとおりだ。正妃の子であるおまえが国王になるのが道理というもの」

「兄上のほうが国王に向いてるよ。俺なんかよりずっと優秀で、まじめで、努力家で──」

　たたみかけるクライヴを、アーノルドが冷ややかに遮る。

「王位継承で最も重要なのは生母の身分だ。それにおまえは周囲の者が思い込んでいるほど馬鹿でもなければぐうたらでもない。努力家というならおまえだって、苦手なダンスをたったの十日でものにしたじゃないか」

「ゼロから始めたわけじゃない！」

「それでも努力はしたんだ。……おまえなら、やればできるさ。なんだってな」

　励ますというより吐き捨てるような口調が内心の葛藤を如実に表している。だが、国王の言葉は絶対だ。ハートフィールド王国では正妃の子が第一位の継承権を持つのは当然のことで、本来ならクライヴは十六歳で準成人となったときに立太子されてしかるべきだったのだ。

　ただ、その頃クライヴは手がつけられないほど荒れていて、正式に王国の後継者と認めるには不安が大きすぎた。それから五年が経ち、正式に成人となったクライヴの落ち着きぶりを見て、やっと国王は安堵したのだろう。

「クライヴ。晴れて成人となった今日からおまえはハートフィールド王国の王太子だ。王家の伝統として、立太子の際には結婚しているか、少なくとも婚約者がいることが望ましい。おまえが踊った五人の令嬢はいずれも王妃にふさわしい身分と教養の持ち主だ。好きな相手を選んでワルツを踊り、それを舞踏会の締めくくりとする」

　鷹揚に告げる父王を、クライヴは睨みつけた。

　横一列に並んだ五人の花嫁候補は、いずれも緊張と期待で顔を紅潮させ、目をキラキラ──あるいはギラギラさせている。

　クライヴは眉間にしわを寄せ、不承不承令嬢たちと相対した。

　国王の突然の宣言に呆気にとられていたリアンヌは、気を取り直すと彼の動向を固唾を呑んで見守った。

　いったい誰を選ぶのだろう……。ダンスしたときの様子からは見当もつかない。

　クライヴは腕を組み、心持ち顎を上げていかにも横柄そうに花嫁候補たちを睥睨した。誰かがゴクリと喉を鳴らす音が聞こえた気がする。リアンヌも周囲の人々も、息を殺して事態を窺った。

　と、腕を解いたクライヴがおもむろに歩きだした。令嬢たちの列の中央へまっすぐ突き進んでいったかと思うと、真ん中の令嬢の傍らを無情にすり抜けてしまう。皆が唖然とする中彼はずんずん進み、迷うことなくリアンヌの目の前でぴたりと足を止めた。

「俺と結婚してくれ、リアンヌ」

「………………へっ？」

　驚きのあまり、変な声が出た。

　その台詞はすでに耳にタコができるくらい聞いたが、冗談にせよこんな重大な場面で口にすべきものではない。

　顔を引き攣らせていると、業を煮やしたように手を掴まれた。引きずられながらやっと気を取り直して抗う。

「ちょっ……クライヴ様！　何やってるんですか、ふざけてる場合じゃないですよっ」

「ふざけてなどいない。この上もなく俺は真剣だ」

　広間の中央に引きずり出され、有無を言わせず手を掴み、もう片方の手を背中に回される。彼は楽団のほうへ顔を向けると「音楽！」と怒鳴った。呆気にとられていた指揮者が慌てて指揮棒を振り始める。

　前奏が終わるや否や踊り始めたクライヴに、リアンヌはやむなくステップを合わせた。

「まずいですよ、クライヴ様！」

「もっけの幸いだ。これで俺が本気だとわかっただろう」

　得意げにフフンと笑う王子を、思いっきり睨みつける。ふだんなら怯んで「ごめん」と謝るだろうに、今日ばかりは負けてたまるかとばかりに睨み返してきた。

　手を振りほどいて逃げようとすれば、ものすごい力で握りしめられる。今さらながら彼の手が自分よりひとまわりも大きいのだと気付かされて腹立たしい。隙を突こうとわざと足を踏んでも彼は顔色ひとつ変えなかった。

　結果、ふたりは睨み合いながらくるくると形だけは優雅に踊り続けた。『離してください』、『いやだ』という不毛な遣り取りを幾度となく繰り返しながら。

　リアンヌがドレスではなく王立騎士団の礼装制服──つまりは男装──姿なのがまたひどく異様で、ある意味倒錯的な雰囲気をも醸し出していた。本当に男同士で踊っているのだと思い込んだ者もいたかもしれない。

　周囲は水を打ったようにシーンと静まり返り、国王も兄王子も虚を衝かれた態でぽかんと眺めている。もちろんふたりはリアンヌのことを知っているから変な誤解はしないはずだが、まずいことに変わりはない。

　踊っているのはリアンヌとクライヴだけ。否応なく衆目を一身に浴びてリアンヌは恥ずかしさと腹立たしさとで顔から火を噴きそうだった。

　やけに長く感じられた曲がやっと終わり、リアンヌは脱兎のごとく逃げ出そうとした。ところが手首をむんずと掴まれ、ずるずると国王の面前まで引きずり出されてしまう。

「父上、仰せのとおり結婚相手を決めました。俺はリアンヌ・バロー嬢と結婚します。ワルツも踊りましたし、これにて舞踏会はお開きですね？　──では失礼します」

　国王が口を開く前にクライヴはサッと踵を返した。真っ青な顔で引きずられながら、リアンヌは花嫁候補の女性たちの殺意のこもった視線に心の中で悲鳴を上げていた。
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　翌朝。

　クライヴの寝起きはいつもどおり──いや、いつも以上に悪かった。ようやく起き上がっても眼が半分しか開いていない。二百年くらい冬眠していた熊みたいにボーッとしている。

「……ものすごい悪夢を見た」

「どんな？」

「舞踏会で、いきなり父上が俺を王太子にすると言い出したんだ。今すぐ花嫁を選べと迫られ、鬼のような形相の女たちに取り囲まれた。そこへリアンヌが現れて、鬼女どもをバッタバッタとなぎ倒して俺を救ってくれた。俺はリアンヌを花嫁にすると宣言して立派にワルツを踊った。なのに、なんでかリアンヌは怒ってぎゅうぎゅう爪先を踏みつけるんだ」

「中間は妄想ですが、最初と最後は事実です」

「んぁ？」

「国王陛下はクライヴ様を王太子に指名なさいました」

「……ワルツは？」

「無理やり踊らされて頭に来たものですから、まことに失礼ながらおみ足を踏んづけさせていただきました」

「鬼女の群れは？」

「そんなものいませんよ！　花嫁候補の令嬢方です！　クライヴ様が勝手なことするから激怒して眉を吊り上げてましたけどね」

　やっと目が覚め、クライヴは真剣な顔つきになった。ぶつぶつ言いながら昨夜のことを反芻していたかと思うと、またもや奇声を発して頭を抱え込む。

「いいや！　絶対夢だ！　悪夢だ！　俺はまだ眠ってるんだ、悪夢から醒めていないんだっ。リアンヌ、俺を殴ってくれ！」

「は？」

「殴られれば目が覚めるに違いない。そうしたらいつもどおり騎士団の調練に出かけよう。ほらっ、早く殴れ」

　すがりつかんばかりの勢いで懇願され、しぶしぶリアンヌは軽めの平手を見舞った。

　ぺちん。

「……俺は王太子なんかじゃないよな？」

「クライヴ様は昨夜からハートフィールド王国の正式な王太子です」

「うおお、まだ寝てるぞ！　もっと強く殴れ！」

　腹を括り、容赦のないビンタを放つ。

　スパーン！

　いい音が響いたが、もちろんクライヴの『悪夢』は終わらない。

「平手じゃだめだ、拳固で殴ってくれ」

「しつこいですね！　さっさと現実を受け入れてくださいよっ」

　根が短気なリアンヌはいいかげんイライラしてきて、ぐっと拳を握りしめた。正規の騎士団員として拳闘の訓練だってしっかり受けているのだ。

　リアンヌが見事にアッパーカットを決めた瞬間──後ろから怒号が響いた。

「何をしているっ!?」

　まずい！　と焦って振り向くと、そこにはクライヴ付きの侍従が憤怒の形相で立っていた。よりにもよってこんなときに……！

　侍従はつかつかと歩み寄り、リアンヌに指を突きつけて怒鳴った。

「身辺警護を拝命しておきながら、王太子殿下に手を上げるとは何事だ!?　沙汰があるまで自室で謹慎しておれっ」

「──かしこまりました」

「待て！　殴れと命じたのは俺だ」

「恐れながら、殿下は寝ぼけておられたものかと」

　クライヴが割って入ったが、慇懃ながら有無を言わせぬ口調で断言されてしまう。主の命令とはいえ、言われるままに殴ったのはこちらの落ち度だ。そう感じたリアンヌは胸に手を当てて深々と一礼し、王子の寝室を出た。

「リアンヌ！」

　懇願するクライヴの声を振り切るように、リアンヌは自室へ急いだ。
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　しばらくして騎士団長のダリルが訪ねてきた。

　ダリル・ハンソンは三十五歳の熟練剣士。泣く子も黙る──を通り越して失神させると言われるくらい強面のいかつい巨漢だが、実際には気さくで面倒見のよい好人物だ。

　公募枠から入団し、さらには女性であるリアンヌのことも、差別することなく他の団員と同様に扱ってくれる。リアンヌもダリルを尊敬し、いろいろと相談に乗ってもらうことも多い。

「やらかしたなぁ」

　というのが、部屋に入ってきたダリルの第一声だった。

「すみません」

　しゅんとして頭を下げるとダリルは苦笑した。

「ま、やっちまったもんはしょうがない。本を正せばクライヴ殿下が原因だしな」

「そうですよ！　クライヴ様がおとなげなく駄々をこねるからいけないんです」

　憤然と拳を握って力説するリアンヌに、ダリルは肩をすくめた。

「ま、殿下のお気持ちも、わからんではないが……」

「わたしには全然わかりませんっ。王太子に指名されて、なんでいやがるんでしょう？　しかも格式高い名家のご令嬢たちの中から好きな人を花嫁に選んでいいんですよ。五人とも若くて美人で、そのうえ地位もお金もある人たちです。殿方はそういう女性がお好きなんですよね？」

「一般論として嫌いではないが。それより俺は、おまえの恋愛オンチが心配だ」

「恋愛する予定はありませんので大丈夫です！」

　きっぱり言い切ると、ダリルは片手で顔を覆って嘆息した。

「殿下が気の毒すぎる……」

「気の毒どころか呆れちゃいますよ。せっかく国王陛下に認められたっていうのに、あんな悪ふざけをするなんて」

「おまえ、あれを悪ふざけだと思ってるのか？」

「それ以外考えられません」

　躊躇ない断言に、ダリルはますます気の毒そうに眉を垂れた。

「殿下も報われないな。──安心しろ、昨夜の『あれ』はなかったことになっている」

「『あれ』というのは……あれですよね」

「うむ、あれだ」

　しかつめらしい顔でダリルが頷く。

「よかった……。あんなことで、せっかく持ち直したクライヴ様の評価が下がったりしたら大変ですもの」

　ホッとして吐息を洩らすと、ダリルは感心したようにリアンヌを眺めた。

「殿下のことをずいぶん買っているらしいな」

「クライヴ様は本当はすごくデキる人だと、わたしは睨んでいます。あえてぐうたらを装う理由は不明ですが、たぶんひねくれものなんでしょう。あと、確かに寝起きはとんでもなく悪いです。そこらへんを矯正すれば、きっとよい国王になられるはず！」

「わかってるのか、わかってないのか、どうもわからん奴だなぁ」

　眉間を摘んで嘆息する騎士団長を、リアンヌは不思議そうに見返した。

「すみません、団長の仰る意味がよくわかりません」

「気にするな。──ともかく、クライヴ殿下は昨夜の舞踏会では誰も選ばなかった。そういうことに、なっている」

「はい」

「つまり、おまえはこれまで同様クライヴ王子の警護役ということだ」

「はい」

「単なる警護役のおまえが、主をぶん殴っているところを侍従に目撃された。これは由々しき事態だ。わかるな？」

「はい。……つまりわたしはクビ……ということでしょうか？」

「本来なら即刻クビだが、クライヴ殿下が『駄々をこねて』いらしてな。おまえの上司である俺の判断で、当分は自室謹慎ということにした。期間は未定。その間、騎士団の調練への参加を禁じる」

「わかりました」

　無念だがやむをえない。室内で自主的に訓練することにしよう。

「……もしもの話だが。クライヴ様がいずれかの令嬢と結婚されたら、おまえはどうする？」

「どう……とは？」

「警護役を続けるかどうか、ということさ」

「それは……わたしが決められることではありませんし……」

「言い方が悪かったな。続けたいかどうか、だ。おまえの気持ちとして」

　そう問われてリアンヌの心に初めて迷いが生じた。

「クライヴ様にお仕えしたいとは思いますが……」

　彼が結婚して、側にはいつも特定の女性がくっついていて……。想像すると、何故だかモヤッとした。なんだか収まりが悪い。脚の長さが不揃いな椅子みたいに、がたついて安定が取れない。

「……結婚されたら、毎朝怒鳴って叩き起こすわけにはいきませんよね」

　真剣に呟くと、ダリルは深い溜め息をついた。

「とにかく、おまえはしばらく謹慎だ。殿下がどう抗おうと、これまでどおりというわけにはいかない。クライヴ殿下を王太子に、と陛下がご発言された時点で、否応なく王位継承問題に巻き込まれてしまった。クライヴ様もアーノルド様も。……無邪気な子ども時代は終わったんだよ」

　今度はちょっと切なげな溜め息をついて、ダリルは部屋を出ていった。

　リアンヌは窓からぼんやりと空を眺めながら、団長の言葉を思い返した。成人したって大きく変わるものなどないと無意識に思い込んでいたことに、やっと気付いた。

　今日は昨日の続きで、明日は今日の続き。変化があるとしても、それは季節のようにゆるやかなものなのだと。

　そんな保証なんて、あるはずもなかったのに──。
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　夜、狭い寝台でうつらうつらしていると、コツンと窓に何かが当たる音がした。少し間を置いて、またコツン。小石を投げつけているようだ。

　リアンヌは騎士のたしなみとしていつも側に置いている長剣を掴み、裸足のまま窓に歩み寄った。壁に貼りついてそっと窓を覗くと、下のほうに黒っぽい頭髪が見える。リアンヌの部屋は一階だが、建物自体の床が高いため、かなり長身の人物でも下の窓枠に届くか届かないくらいだ。

　リアンヌは月明かりに浮かび上がった人物に驚き、剣を置いて急いで窓を開けた。

「クライヴ様!?　そんなとこで何してるんですかっ」

「ドアの前に見張りが立ってるんで、窓から抜け出した」

　彼の居室は二階である。

「そんな危ない！　落ちたらどうするんですか!?」

「あそこの蔦はしっかりしてるから問題ない」

「……何度も抜け出しておられるようですね」

　指摘されてウッとなったクライヴは、焦り気味に続けた。

「そ、それより大丈夫か？　無体はされていないか？」

「は？　謹慎してるだけですよ？」

　面食らうリアンヌに、クライヴはホッとした顔になった。

「いや……。無事ならいいんだ」

「大丈夫です。ご命令とはいえ、言われるままに殴ったのはやりすぎでした。今のところ処刑される気配はありません」

「馬鹿言うなよ。そんなことさせてたまるか」

「すみません、冗談です」

「おまえの冗談はひとつもおもしろくない」

「クライヴ様の冗談も笑えません」

　皮肉まじりに言い返すと、クライヴはムッとしたようにリアンヌを睨みつけた。

「俺はいつだって本気だ。なのに、なかったことにされた。リアンヌと結婚すると宣言したのに、誰もそんなことは聞かなかったとぬかしやがる」

「クライヴ様に恥を掻かせたくないんですよ」

「何が恥だ!?　リアンヌだって貴族令嬢だぞ！　しかも王立騎士団の正規団員だ。それを、まるであの場にいなかったみたいに……消し去って……。平然と掌を返して、俺を王太子扱いしやがって……！　いやだって言ったのに……っ」

　怒りで声を軋ませるクライヴを見て、彼が怒っている真の理由の察しがついた。結婚宣言をなかったことにされたことではなく、リアンヌの存在が無視されたことに彼は憤っているのだ。

「……クライヴ様は、きっとよい国王になられますよ」

「おまえまでそんなおべんちゃらを言うのか!?」

「おべんちゃらではありません。わたしは本気でそう信じています。クライヴ様は必死になって横着者を装ってますけど。正直、なんでそんなことするのか全然わかりませんけど。……でも、クライヴ様は本当はとってもまじめで、努力家で……人の言うことだって実際にはちゃんと聞いてるんですよね」

「俺が聞くのは愛するリアンヌの言うことだけだ」

「何を意地張っているのか知りませんけど、成人されたのですから覚悟をお決めになって──」

「おい、俺の告白を無視するな」

「昼間、ダリル団長に言われたんです」

「無視か！」

「無邪気な子ども時代は終わったんだ、って」

「……」

「わたし、クライヴ様のことをすごく誇らしく思っています」

　にっこり笑ってみせると、たじろいだクライヴは拗ねたようにそっぽを向いた。

「……俺を起こせるのはリアンヌだけだ」

「そんなことありませんよ。なんなら耳元で銅鑼を鳴らしてもらえば確実に飛び起き──」

「おまえが鳴らせ！」

　いきなり怒鳴ったかと思うと、クライヴは目を丸くするリアンヌを悔しそうに睨みつけ、闇の中へ消えていった。

「────なんなのよ、もうっ」

　憤然と息巻いたリアンヌは荒々しく窓を閉め、シャッとカーテンを引いた。

　剣を元の場所へ戻し、寝台にもぐり込んだものの、すっかり目が冴えてしまってなかなか寝つけなかった。
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　リアンヌの謹慎は三日で解けた。

　クライヴの警護からは外されると覚悟していたが、そうはならなかった。ただし、王太子の決まり事として元々の身分と騎士団内での地位の高い男性騎士数名も護衛として付くことになった。

　クライヴ自身は王太子になることを未だ承諾していないのだが、本人より現国王の意向が優先されるのは当然だ。

　ダリル団長によれば、リアンヌは警護役から外されることがほぼ確定していたのだが、クライヴの寝起きの悪さに手を焼いた侍従と新たな護衛役の騎士たちの思惑から起床係として残されることになった。

　なんでもクライヴは起こしに来た侍従を三人続けて殴り飛ばし、全員に鼻血を出させたそうだ。侍従に懇願されて新たな護衛役が起こしに行くと、寝ぼけまなこで難癖を付けられ、狼藉者を成敗してやるー！　と剣を振りかざして部屋中追い回された。それが三日間繰り返され、彼らは面倒ごとを以前と同じくリアンヌに丸投げすることにしたのである。

　警戒しつつ起こしに行くと、しばらくぐずりはしたものの、わりあい素直に彼は起床した。『わざとですか!?』と詰問すると、『なんのことだ？』と空々しい笑みを浮かべたので、それ以上は訊かないことにした。

　彼の寝起きが悪いのは本当だが、侍従を殴ったり、騎士たちとあわや乱闘になりかけたりした際には、いくらなんでも目が覚めていたはずだ。

　そこまでして引き止められたからには、起床係としてのお役目を命懸けでまっとうしますっ、とダリルに宣言すると、強面騎士団長は何故だかやけにしょっぱそうな顔をした。

　それはともかく、リアンヌとしてはクライヴに無用な暴力など振るわせたくはない。気取った侍従たちは好きではないが、落ち度もないのに毎朝殴られては気の毒だ。

　新たに警護役になった騎士たちは名家の出であることを鼻にかけ、職務以外の雑事には関わりたがらない。

　そのくせ公募枠で入団したリアンヌのことを端はなから馬鹿にして、下級貴族出身の女騎士なんぞには、せいぜい起床係がお似合いさと嘲笑する。

　リアンヌの位階ではまだ王宮内の警護しか許されないため、王宮の外へ出かけるときは別の警護者が付く。それは騎士団長のダリルの役目だった。それというのも彼以外だと必ずクライヴにまかれてしまうのだ。

　王族の警護は騎士団員にとって名誉な仕事である。なのにクライヴ王子の警護を下っ端の女騎士にほぼ独占され、特に家柄のよい団員たちにとってリアンヌは激しいやっかみの対象となっていた。

　それは起床のみを担当するようになっても変わらず、今までの鬱憤を晴らすかのように、どうせ暇だろうとさまざまな雑用を押しつけられた。

　黙々と従っていると彼らはますます調子に乗って暴言を吐いた。大抵は聞き流せたが、今日は『ナディーン姫がクライヴに乗り換えたらしい』などと言われて思わず先輩騎士を睨みつけてしまった。

　クライヴの変心がどうとかではなく、ナディーン姫に対する侮辱と思えたからだ。舞踏会で国王がクライヴを王太子にすると宣言したとき、ナディーン姫は愕然とするアーノルドを心配そうに見つめ、クライヴには見向きもしなかった。

　もしも彼女が王太子妃、ひいては王妃という地位そのものに関心を寄せているなら、もっと違った反応をしたはずだ。

　そのときは、リアンヌを傷つけてやったぞといい気になっている騎士は無視して仕事に戻り、翌日の調練の後で改めてダリルに尋ねてみた。

　騎士団長は困った顔で顎を撫でた。

「そういう噂は確かにある。が、単なる噂にすぎんよ」

「噂にしたって無礼千万です！　ナディーン姫を侮辱していますし、アーノルド殿下に対しても失礼じゃないですかっ」

「ナディーン姫がどう思われているのかはさておいて、実際に騒いでいるのは姫に付き添ってきたヒースコートの貴族どもだ。彼らが言うには、姫の結婚相手はハートフィールドの『王太子』のはず。これでは結婚詐欺だ、クライヴ様が王太子になられたからには姫の結婚相手もクライヴ様でなければならない……とかなんとか苦情を申し述べている」

　リアンヌは呆れ返った。

「なんですか、それは……。婚約が整ったのは確か二年前──アーノルド殿下が成人されたときですよね？　そのときだって殿下が王太子に決まってたわけじゃないでしょうに」

「確かに、舞踏会の夜まで公式にはハートフィールドは跡継ぎ不在だった。公式には、な」

「だったら悪いのはアーノルド殿下が跡継ぎだと思い込んだヒースコートのほうじゃないですかっ」

「彼らにはそれだけの理由があったんだよ。ヒースコートでは王位継承権は生まれた順だ。男子優先だが、庶子は最初から王族とは見做されず、宮廷内で養育もされない。アーノルド殿下は妾腹ではあるが、第一王子として王宮で生まれ育った。誰もが認める優秀な御方で、国王の信頼も厚い。実際、陛下が病に臥せっておられる間とどこおりなく政務を代行しておられた」

　ムッとしてリアンヌはダリルを睨んだ。

「アーノルド殿下がいずれ王位を継ぐものと思い込んでも無理はない、と？」

「まぁ、そういうことだ。正式に立太子していないのも、第二王子が正妃腹なので、その調整やら説得やらで時間がかかっているのだと考えても無理はなかろう。当時クライヴ様の行状は、よろしいとは到底言い難かったしな」

「国王陛下がそう仰ったわけではありませんよね？」

　食い下がるとダリルはごつい肩をすくめた。

「そんな軽々しく他国に言質を与えてたまるか。大体、アーノルド殿下を指名してきたのはヒースコートのほうなんだぞ。いずれ王位を継ぐものと当て込んでのことだったんだろうが。──あそこは三十年前に政変で王統が替わっているのは知っているな？」

「はい」

「新たな王朝の創始者は前王朝の庶子の流れを汲む将軍だ。元の直系王族は殺されたか逃亡したかで国内にはひとりも残っていない。……妾腹の第一王子という、ある意味矛盾した存在に、庶出の王として何か感じるものがあったのかもしれないな」

　独りごちるような呟きに、リアンヌは眉を吊り上げた。

「それこそ思い込みですよっ。勝手にアーノルド殿下を跡継ぎだと決めつけておいて、今になって相手を変えろだなんて……勝手にもほどがあります！　まさか国王陛下は聞き入れるおつもりではありませんよね!?」

「病み上がりを口実に言を左右しておられる。ヒースコートとの距離感を計っているのだろう。成り上がりの軍事政権と仲良くするのは気が進まないが、完全に断絶してしまっても隣国ゆえに弊害が大きい……と」

　王立騎士団員として口には出せないが、ハートフィールドの国王も大概自分勝手じゃないかとリアンヌは内心で憤慨した。

　その後もいろいろと考えを巡らせたが、仮にナディーン姫がクライヴと結婚したとすると……と考えただけで腹立たしくなり、逆上のぼせたように頭がカーッとなってしまう。

　それを、国の思惑で婚約者をすげ替えられそうになっているナディーン姫に、同じ女性として同情しているからだと決めつけて、どうにかリアンヌは自分を納得させた。

　しかし単なる仮定を思い浮かべただけで何故これほど腹立たしくなるのか……。その理由はどうにもはっきりしなかった。
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　数日後、急な呼び出しを受けてリアンヌは王立騎士団本部の団長執務室を訪れた。

　本部の建物に足を踏み入れるのは久しぶりだ。入団したての頃は本部と棟続きの宿舎で暮らしていたが、クライヴの警護役を拝命してからは彼の宮殿の一角に続き部屋をもらって起居している。

　分厚い樫材の扉をノックすると中からダリルの野太い声が返ってきた。入室してドアを閉め、初めてそこにダリル以外の人物がいることに気付く。

「殿下」

　リアンヌは慌てて胸に手を当てて一礼した。巨大な執務机の手前にアーノルド王子が座っていた。ダリルは机の向こう側で、両手を背中側に回してビシッと直立している。

「楽にしなさい」

　鷹揚な声に、リアンヌはどぎまぎしながらふたたび頭を下げた。

　舞踏会では蒼白になった顔をこわばらせていたが、今のアーノルドはいつもどおりに落ち着きはらっている。

「わざわざ足を運ばせて悪かったな」

「とんでもございません！」

　うっすら頬を紅潮させてリアンヌは答えた。彼の声はやはり、ずっと思慕し続けている正体不明の男によく似ている。

　あれから三年も経っているのだから、本来の記憶はだいぶ薄れたはず。しかし二年前にアーノルドの声を聞いて『似てる！』と思った瞬間から、リアンヌの記憶は都合よく上書きされてしまった。

　今では記憶の声とアーノルドの声はほとんど同一に思える。たまに寝起きのクライヴのかすれた低声がやはり『彼』に似ていてドキッとさせられるが、腹違いとはいえ兄弟なのだから似ていて当然だといつもすぐに思い直した。

　眉目秀麗、文武両道、品行方正のアーノルド王子には、やはり憧れを禁じ得ない。男勝りだろうが恋愛オンチだろうが、リアンヌとて十八歳のうら若き乙女なのだ。

　ましてや毎朝、寝起きの悪いクライヴを容赦なく叩き起こしていると、いかにも王子様らしい王子様であるところのアーノルドへの憧憬の念は、いや増すばかりであった。

　クライヴのことをかなり高く買っているリアンヌでさえ、やはりアーノルドのほうが王太子にふさわしいのでは……などとうっかり考えてしまう。

（いやいや、クライヴ様がふさわしくないってわけじゃないからっ）

　焦って心の内で言い訳していると、アーノルドが長い脚をゆったりと組み替えた。格好いい……と思わず見とれてしまい、クライヴ様が格好よくないわけじゃないのよ！　と、またもや誰に向かってだかわからない言い訳を繰り広げる。

「リアンヌ。きみにひとつ頼みがある」

「はっ、はい！　なんでしょう!?」

「クライヴを引きずり出してほしい」

　生真面目な顔に、リアンヌは目をぱちくりさせた。

「────はっ？　えぇと……どこからでしょうか」

「彼の部屋だ。閉じこもったまま出てこない」

「えっ……」

　リアンヌはたじろいだ。彼のことは毎朝叩き起こし、朝の調練にも付き合っている。つまりは外に出ているわけで、閉じこもってなどいないはず……。

　混乱するリアンヌに、アーノルドは溜め息をついた。

「いや、閉じこもっているというより引きこもっていると言ったほうがいいか。朝、きみと一緒に騎士団の調練には参加しているが、それ以外は部屋から出ようとしないんだ」

「そうだったんですか……!?」

「おまえ、知らないのか」

　それまで黙っていたダリルに呆れたように言われ、リアンヌは恥ずかしくなって口ごもった。

「最近、朝お起こしする以外はほとんどお目にかかってなくて……。新たに護衛役になった方々が付いていますし」

　調練から戻って彼らに引き継ぎをすると、リアンヌは自室待機を命じられる。女はおとなしく部屋で編み物でもしてろと嘲られ、口答えはしないが編み棒ならぬ長剣をぶんぶん振り回して自主訓練に励む毎日だ。

　以前は、ほぼ毎日のように午後の茶の相伴もしていたが、それもなくなった。甘いもの好きなリアンヌが宮廷料理人の作った美味しい菓子を嬉しそうにぱくつくのを、クライヴは紅茶を飲みながら上機嫌に眺めていたものだが……。

（そういえばクライヴ様、甘いお菓子はそれほど好きじゃないのよね）

　いつだったか、ほとんど手も付けてないのに全部下げろと言われ、もったいないと溜め息をつくと、菓子が好きならおまえが食えと言われた。それが茶の時間に付き合うきっかけとなったのだ。

　懐かしく思い出していると、アーノルドが眉根を摘んで嘆息した。

「父上とクライヴの仲が、ここのところひどく険悪でね。無理もないことではあるが」

「……王太子指名のせいですか？」

「ああ。クライヴが立太子を断固拒否するものだから、業を煮やした父上と激しい口論になった。それ以来、クライヴは朝の調練以外は宮殿から出て来ず、父上のお召しにも頑として応じない。私が訪ねても寝室に閉じこもったままで、王太子には私がなればいい、なるべきだと扉越しに繰り返すばかりでね」

「殿下は、それについて……？」

　ためらいつつ尋ねると、アーノルドは静かに微笑んだ。

「ショックは受けたが、もう吹っ切れたよ。ハートフィールドの王位は、これまでずっと正妻の産んだ嫡子によって受け継がれてきた。連綿と続く伝統を軽々に覆すべきではない。私は妾腹、しかも生みの母は流浪の旅芸人だ。それでも父上は、私を第一王子として扱ってくださった。そのご恩を返すためにも、全力でクライヴを補佐していくつもりだ。……しかし、肝心のクライヴがああも頑固に意地を張っていては……」

　ふぅと溜め息をついて、アーノルドはリアンヌを見つめた。

「聞くところによると、弟はきみの言うことだけは素直に従うそうだね」

「そ、それは朝起こすときの話です」

「きみ以外には起こせないと聞いたぞ。確かにクライヴは子どもの頃から寝起きが悪かった。成長に伴って改善すると思っていたんだが、むしろ悪化しているようだな。起こしにきた侍従を殴って鼻を潰したとか」

「鼻血が出ただけです、殿下」

　すかさずダリルが訂正したが、悪い噂はすでに広まっているらしい。このままではもともとよろしくなかったクライヴの評判がますます下がってしまう。せっかく王太子に指名されて一気に上向いたというのに。

　アーノルドは眉をひそめ、深刻そうに頷いた。

「寝ぼけていたとはいえ、周囲の者に暴力を振るうのは問題だ。今後も弟の寝起きをしっかり管理してほしい」

「かしこまりました」

「それと、父上との話し合いに応じるよう説得してもらいたい。せっかく快復した父上の病状がふたたび悪化してしまいそうで心配なんだ」

　ごもっともです、とリアンヌは真剣に頷いた。

「クライヴが立太子を受け入れてくれるならば、取引の余地もあると思う」

「取引……ですか？」

「弟は王太子になりたくない以上に、結婚相手を勝手に決められたくないようだからね」

　意味深に微笑されて、リアンヌは赤くなった。あの件は『なかったこと』にされているから、しかと口には出さないものの、要はクライヴが王太子の地位を受け入れるなら、リアンヌとの結婚を許可するよう国王に働きかけてみよう……ということらしい。

　リアンヌはどう答えていいかわからず、曖昧に頷いた。アーノルドはリアンヌとクライヴが愛し合っていると思っているのだろうか。そう思われても無理はないが、なんだかとても複雑な気分だ。

　クライヴには主従としての好意を抱いているけれど、男性として憧れているのはアーノルドのほうなのに……。正確には、その向こうにゆらめく幻影に対してだとしても。

　アーノルドとしては、クライヴを説得すれば彼と結婚できるかもしれないよと励ました──あるいは焚きつけた──つもりかもしれない。だが、そう言われて発奮できるわけもなかった。

　どうにもうら悲しい気分を抱えたまま、リアンヌは騎士団本部を後にした。
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　リアンヌはクライヴの暮らす旧宮殿に戻ると、その足で書斎へ向かった。書斎に隣接する居間には護衛騎士たちが暇そうにチェスやカードゲームをしていた。勤務時間中だというのに、どうにもだらけた雰囲気だ。こんなことで、いざというときにしっかり主を守れるのだろうか。

　無言の非難を感じ取ったか、彼らはうざったそうにじろりとリアンヌを睨んだ。

「なんの用だ？」

「……アーノルド殿下から、クライヴ様に伝言を預かって参りました」

「俺たちで伝える」

「直接伝えるようにとのお言いつけですので。お疑いでしたら確認なさってください」

　騎士たちはますます煩わしげな顔になって、横柄に顎をしゃくった。

「勝手にしろ。どうせ鍵がかかってて入れないぞ」

「お気に入りの女騎士なら入れてくれるんじゃないか」

　卑俗な嘲笑を無視してつかつかと書斎の扉に歩み寄る。

「クライヴ様。リアンヌです。お話があります」

　いくらノックしても返答はない。試しにノブを回すと、確かに鍵がかかっていた。鍵穴から覗こうとしても鍵が差されたままらしく何も見えない。

「言ったとおりだろうが」

　騎士たちが嘲りの笑い声を上げる。彼らがいなければ全力でドアを蹴破るところだが、そうもいかないのでリアンヌは無表情に一礼して退出した。むろん引き下がるつもりなど毛頭なく、人目につかないところまで来ると向きを変え、急いで外に出る。

　だだっと宮殿の裏へ回って見上げると、寝室の窓は開いていた。クライヴの続き部屋は居間と寝室が書斎を挟む格好になっている。もしかしたら彼は書斎ではなく寝室でふて寝しているのではないだろうか。

　宮殿の壁は一面蔦に覆われていた。防犯上問題があるので一部取り払うべきだと何度進言してもクライヴは取り合わなかった。単に横着なだけかと思えば、先日の遣り取りからすると彼は蔦を伝ってこっそり抜け出しているらしい。

（クライヴ様が昇り降りしても問題ないなら、わたしだって大丈夫なはずよ）

　ふだんから身体を鍛えているリアンヌは、一般的な貴族令嬢より筋肉が多い分重いかもしれないが、クライヴよりは背も低いし横幅もない。

　試しに蔦を引っ張ってみると、しっかりした手応えが返ってきた。周囲を見回して誰もいないことを確かめ、「よしっ」と気合を入れるとリアンヌは壁をよじ登り始めた。

　騎士団の基礎訓練には鈎縄を使って城壁をよじ登るというものもある。蔦の葉が毟れてヒヤリとしたこともあったが、どうにか無事に窓のところまでたどり着いた。

　窓から覗いてもクライヴの姿は見えない。リアンヌは物音を立てないよう用心しながら室内に降り立った。帳の上げられた寝台は朝の調練に出かけている間に召し使いによって整えられたままだ。

　書斎へ続く扉には鍵はかかっていなかった。隙間から窺っても人の姿はない。リアンヌは書斎へ忍び入り、室内をぐるりと見回して眉をひそめた。

　寝室にも書斎にもおらず、居間へ続く扉には内側から鍵が差さったまま。ということは──。

　ハッ、とリアンヌは寝室の窓を振り向いた。

（逃げられた……！）

　慌ててリアンヌはふたたび壁を伝い降りた。何度か足を滑らせながら地上に降り立ち、駆けだしかけてハタと足を止める。彼はいったいどこへ行ったのか。王宮内をブラブラしている……なんてことはありえない。ふだんならともかく、今は父王と喧嘩になって引きこもっている──ということになっているのだ。

（だとしたら……王宮の外！）

　これまでにも彼が時折お忍びで市中に出かけていることは把握していた。ただ、そういうときの護衛は男性騎士の担当だから、リアンヌが付き添ったことは一度もない。

　それでもどこから出かけるのかくらいはわかっていた。当然、正門ではなくいくつかある脇門のうち最も目立たず小さな出入り口だ。リアンヌは急いでそこへ向かった。

　見張り台を兼ねた門衛小屋には王城守備隊の衛兵がいた。尋ねると、確かにクライヴ王子がついさっき通ったという。ひとりだったが、外で護衛と待ち合わせをしていると言っていた。そのようにひとりで出かけて戻ってきたことが何度もあったので、門衛は疑うことなく通してしまった。

　ふと思いつき、小屋に備え付けのフード付き防水外套を借りてリアンヌは通路を走った。

　馬車が一台ようやく通れるくらいの狭い道で、両側は高い壁に囲まれている。さらに何度か直角に折れているため、全力疾走できず、視界も悪い。昔、まだ戦乱が激しかった時代には今の正門はまだなく、こちらが正門だったのだ。

　リアンヌは見つかってまずいわけではないので、とにかく全速力で走った。門衛が言うにはまださほど時間は経っておらず、クライヴは特に急ぐ様子はなく普通に歩いていたそうだ。もしかしたら出口までに捕まえられるかも……と思ったが、さすがにそれは無理だった。

　城の外にはがらんとした空き地が広がっていた。ところどころ立ち木がある以外は見晴らしのよい草地だ。王城は小高い丘の上にあり、市街地へ向けてゆるやかな下り坂になっている。

　リアンヌは外套を片手に引っ掴んだまま、ふたたび全速力で走りだした。傾斜地を駆け下りていくと、前方に人影が見えてくる。黒褐色の髪と後ろ姿の印象から、間違いなくクライヴだ。

　彼はシャツとズボンの軽装にマントを羽織り、軽快な足どりで進んでいた。マントの裾から時折、細長いものの先端が覗くので、腰には長剣を吊っているようだ。

　まさか単身丸腰で出かけるはずもないが、ちゃんと用心しているとわかってとりあえず安堵する。

　木陰に身をひそめつつ跡を付けたが、クライヴは一度も振り向かなかった。木立はまばらだから、彼が振り向いたら見つかってしまったに違いない。

　とはいえ順当に尾行できたのは市街地に入るまでだった。王城を取り巻く形で自然発生的に形成された城下町は、建物が密集し、道もひどく入り組んでいる。しかもクライヴが入っていったのは場末のような下町で、特にごちゃごちゃした一角だった。

　リアンヌは急いで外套をまとい、フードを深くかぶった。こういう場所を王立騎士団の制服姿でうろつくのは危険だ。三人以上ならともかく、ふたりくらいだとチンピラ集団に因縁をつけられることがある。権威的なものならなんにでも反感を抱くゴロツキが、憂さ晴らしを兼ねて突っかかってくるのだ。特に女性であるリアンヌは、いくら腕に覚えがあろうと単身で来るべき場所ではない。

　万が一に備えて外套を借りてきてよかった……と思いつつ、フードの下から用心深く左右を窺いながら足を速めた。

　狭い道の両側に古い建物がひしめき合い、頭上に渡されたロープで洗濯物がひるがえる。両側の建物をつなぐ危なっかしい通路まで設けられていたりして、ひどく薄暗い。

　気がつけばクライヴの姿を完全に見失っていた。狭苦しい路地を覗き込みながら小走りに探し回り、途方に暮れて立ち止まった瞬間──。後ろから伸びた腕が喉に巻きついた。

　反射的に剣を抜こうとした腕を乱暴にねじり上げられ、苦痛の呻きが洩れる。

「何者だ？　何故俺の跡を付ける」

　押し殺した低い声に、ドキッと心臓が跳ねた。

（この声……!?）

　相手も呻き声で不審を抱いたのか、ほんの少しだけ力がゆるんだ。

「おまえは……」

「わたし……リアンヌです！　さ、三年前、助けていただいた……。王立騎士団の公募のことを教えてくださって、助言を……」

　急に相手が身体を離し、よろけながらリアンヌは振り返った。そこには三年前と同じ格好の人物が立っていた。縁飾りのついた鍔広帽子に長いケープ。革の剣帯を斜め掛けして長剣を吊っている。

　帽子から覗く栗色の髪は肩にかかるくらいの長さ。顔立ちは目許と右頬を隠す銀色の仮面のせいでわからない。

（あの人だ……！）

　リアンヌは頬を紅潮させて胸に手を当てた。

「お、覚えておられないかもしれませんが、わたしは……」

「覚えているよ」

　低い囁き声がした。仮面の向こうからヘーゼルブラウンの瞳が、どこか困ったような笑みを含んでリアンヌを見つめている。

　その声は、やはりアーノルド王子によく似ていた。低く深みがある点が特に。少しだけかすれたところは寝起きのクライヴを彷彿とさせるけれど。

「……王立騎士団に入ったんだな」

　三年ぶりの再会に感極まって口ごもっていたリアンヌは、彼の呟きに我に返った。揉み合った際に外套の前がはだけて制服があらわになっていた。

「はい！　教えていただいた公募枠からなんとか入団できました！」

　勢い込んで頷く。

　三年前、十五歳のリアンヌは、準成人となったらすぐにでも結婚相手を決めるよう両親から迫られ、ほとほとうんざりしていた。実家のバロー子爵家は裕福とは言い難い小貴族で、娘に充分な持参金を付けてやれない。しかも娘はリアンヌを含めて四人いた。

　リアンヌのすぐ上の姉である長女は、幸運にも準成人後まもなく裕福で容姿も性格も悪くない貴公子と知り合うことができ、順当に婚約・結婚した。

　両親が次女のリアンヌにも良縁を……と願うのは当然として、長女の大成功でその願いがいっそう強まってしまったのは、姉の幸運を心から祝福していたリアンヌにとってまったくの藪蛇だった。というのもリアンヌは優美で淑やかな姉とは真逆の性質で、結婚に夢どころか関心すら抱いていなかったのだ。

　この子が男だったら……と父親を嘆かせたことは数知れず。娘が四人続いた後やっと生まれた末息子がおとなしく内気なので、よけいにリアンヌの活発さは悪目立ちした。

　妹たちは両親に言われるまでもなく、裕福な美男子との結婚を実現すべくおしゃれや美容に余念がない。ひとりリアンヌだけが教えもしないのに幼い頃から棒切れを振り回し、裸馬に跨がって駆け回っては父母をハラハラさせていた。父の知人が開いている武芸塾に入り浸り、ついには特待生の地位を自力で手に入れた。

　しかし十五をすぎても落ち着くどころかますます修練に励み、正式な騎士になりたいなどと真顔で言い出したのだから両親は頭を抱えた。

　準成人となったら可及的すみやかに結婚せよと厳命されたリアンヌは、まっこうから反発した。激しい親子喧嘩が毎日のように繰り返され、ついにリアンヌは家出を決意した。

　しかし下級貴族とはいえまがりなりにも令嬢であるリアンヌは、大変世間知らずだった。さらには英雄伝説や流浪の騎士が活躍する勧善懲悪物語に耽溺し、いつか自分も武者修行に出て悪人やドラゴンを倒すことを本気で熱望していた。素晴らしい財宝を手に入れて、かわいそうなお姫様を颯爽と助け出すことを夢見ていたのだ。

　今思い返せば世間知らずにもほどがありすぎて顔から火を噴きそうだ。しかし当時はとにかく真剣に切羽詰まっていた。その頃のリアンヌにとって、結婚は羽をもがれ、鳥籠に閉じ込められることにしか思えなかったのだ。自分には絶対無理！

　こっそりと家を忍び出たリアンヌは、武者修行どころか王都から出もしないうちに、自分が倒すはずだった悪人どもにあっさり捕まってしまった。

　男装していたが、すぐに女とバレて娼館に売り飛ばされそうになった。自信があった剣の腕前も、得意の武器えものを手にしたゴロツキに囲まれれば勝負にさえならなかった。

　そのとき偶然通りがかった『彼』が助けてくれなかったら、今頃どうなっていたことだろう。リアンヌは悪人たちを次々に倒していく『彼』の姿を感嘆と憧憬のまなざしで食い入るように見つめた。

　お定まりの捨て台詞を吐いて悪人たちが退散し、大丈夫かと『彼』に声をかけられた瞬間。リアンヌは無我夢中で叫んでいた。

『弟子にしてくださいっ』と。

　仮面の下で『彼』は唖然と目を瞠った。そのときになってようやく、彼が仮面を付けていることにリアンヌは気付いたのだった。それまでは、ひたすら流れるような妙技に見とれていた。

　なんとか弟子にしてもらおうと、問われもしないのに自分の身の上や事情についてまくしたてた。それも今思えば不用心極まりないが、『彼』は真摯に耳を傾けてくれた。

　そして、弟子にはできないが、そんなに騎士になりたいのなら王立騎士団の公募試験に挑んでみてはどうかと提案してくれたのだ。

　王立騎士団に公募枠があるとは知らなかった。何年か試験的に実施され、本格的に採用が始まったのは去年からだという。まだ世間に浸透していないが、身分、年齢、性別、一切不問というのは非常に魅力的だった。

　本来は即戦力となる在野の達人を発見するためだが、見込みのある若者も採用するそうだ。

　王立騎士団の正規団員となれば、それだけで正騎士の資格が得られる。それは王立騎士団のみの特権で、元来は団員になれるのが高位貴族だけだったゆえなのだが、戦乱の時代が過ぎて世の中が平和になると次第に団員の戦闘力が下がり、高位貴族が自らのステイタスを示すための社交クラブのようになり始めた。それに危機感を抱いた先代騎士団長が国王にかけあい、公募を始めたのだ。

　話を聞いたリアンヌは、公募試験を受けようと即座に決意した。『彼』に家まで送ってもらい、名残惜しかったけれど懇ろに礼を述べて別れた。家族はまだリアンヌの家出に気付いておらず、こっそり戻れば騒ぎにならずに済むという彼の言葉に従った。

　無事自室に戻ったあとで名前を聞き忘れたことに気付いたが、もはや後の祭り。がっかりしながら着替えをしていると、外套のポケットに見知らぬ指輪が入っていた。宝石などは嵌まっていない、ごくシンプルな銀の指輪だ。内側に何か文字が彫ってあるが、すり減っていて目を凝らしても読めなかった。かなりの年代物らしい。

　もしかして『彼』のものだろうか。ゴロツキから救おうと揉み合いになったとき、何かの拍子で指輪が外れて偶然リアンヌのポケットに滑り込んだ……とか。

　リアンヌは肌身離さず持ち歩いている指輪を胸元から引っ張りだした。いつも丈夫な皮紐に結んで首から提げているのだ。

「あのっ……。これ、あなたのですよね!?」

　示された指輪を見た男は、一瞬間を置いて微笑んだ。

「……なくしたと思ってた」

「よかった！　また会えたときにお返ししようと、いつも持ち歩いていたんですよ」

　急いで皮紐を解こうとするのを、革手袋を嵌めた手でそっと制される。

「もうしばらく預けておこう」

「えっ？　でも、大事なものなのでは……？」

「うん、だからきみが持っていてくれたほうが安心なんだ」

　悪戯っぽい笑みに、リアンヌの鼓動はにわかに跳ね上がった。

「そう仰るなら……。実を言えば、この指輪をお守りと思って修練に励んできました。この指輪を見ると……つらいことやイヤなことがあっても、がんばろうっていう気になれたから」

「役に立てたのなら嬉しいよ」

　照れたような笑みを浮かべる彼をボーッと見返して、リアンヌはハタと気付いた。

「あのっ、お名前を教えていただけませんか……!?　もしも差し障りがあるようなら本名じゃなくてもいいんです、通称でも、綽名でも」

　男はちらりと指輪を見て頷いた。

「では、アシュリーとでも呼んでもらおうか」

「アシュリー様ですね」

「呼び捨てでいい。『様』なんぞつけたら返事しないぞ」

「……わかりました。では──アシュリー。改めて、三年前はありがとうございました」

　胸に手を当て、騎士団式に深々と一礼する。彼はたじろいだように苦笑した。

「いや……。それにしても、夢見る家出少女がずいぶんと堅苦しくなったものだな」

「王立騎士団員として、いついかなるときも礼節をわきまえねばなりませんので」

　恥ずかしい過去に顔を赤らめつつリアンヌは答えた。

「団員の鑑だな。──ところで、こんなところで何をしている？　市中の巡回は王立騎士団の仕事ではないはずだが」

「あっ、そうでした！　実は人を探していて──」

　名は伏せたほうがいいかと、なるべく詳しくクライヴの見た目を説明する。

「うーん。見かけた覚えはないな」

「そうですか……」

　がっかりと肩を落とすリアンヌを、アシュリーは腕を組んで不審そうに眺めた。

「その男は、きみにとってどういう存在なんだ？」

「警護対象です」

　一瞬の迷いもなく言い切る。何故か彼の肩ががくっと落ちたように思え、焦ってリアンヌは言い足した。

「いえ、大事な警護対象です！　命に代えてもお守りすると決めた人ですから」

　今度は驚いたように、まじまじと凝視される。

「そう命じられたのか？　王立騎士団員の責務として」

「最初は確かにそうでしたが、今はそれだけではありません。なんと言うか……放っておけなくて」

「個人的に？」

「そう……ですね。その方はわたしより年上なのですが、弟みたいで」

　虚を衝かれたように黙り込んだかと思うと、アシュリーはどこか憮然とした声音で呟いた。

「…………確か、きみには弟がいたんだったな。ずいぶんと年の離れた」

　三年前一方的にまくしたてた身の上話を覚えていてくれたのが嬉しくて、リアンヌは目を輝かせた。

「はい！　八つ下で、今年十歳になりました！」

「きみの警護対象は、年上であるにもかかわらず十歳の弟と同じ……ということか」

「いえ、同じというわけでは。世話の焼ける人なものですから、なんだか弟の面倒を見てるような気がするんです」

「……なるほど」

　アシュリーはしかつめらしく頷いた。

　連れ立って歩きながらリアンヌはこれまでの三年間のことを思い浮かぶままつらつらと喋った。アシュリーは頷きながら耳を傾けている。警護対象の人物に興味を持ったようだが、名を尋ねはしなかった。もっとも王立騎士団員が警護している時点でおのずと対象者は限られる。

　話をするうち、リアンヌは妙な感覚に囚われ始めた。こうして連れ立って歩くのが初めてではないような……？　もちろん三年前にも家に送ってもらうときにふたりで話をしながら歩いた。懐かしいが、それを思い出しているのとも違う気がする。

　彼のことを尋ねても曖昧な答えしか返ってこない。話したくないのだろうと、騎士団での出来事など当たり障りのなさそうなことを喋っていると、ふいに彼が足を止めた。ごみごみした場末の裏通りから、いつのまにやら商店や飲食店が立ち並ぶ繁華街へと近づいていた。

「──すまない。用事を思い出したので、これで」

「あ、はい。こちらこそ、お邪魔してすみませんでした」

　慌ててリアンヌは頭を下げた。ふだんは無駄口などけっして叩かないのに、何故かアシュリーに対してはなんでもいいから話しかけたくなってしまう。彼が鬱陶しがることもなく、うんうんと聞いてくれるものだから、ついお喋りが止まらなくなった。

「ごめんなさい、うるさかったですよね……」

「いや、楽しかったよ」

　後ろ姿を切なく見つめながらリアンヌは瞬時に考えを巡らせた。また会ってもらえないかと頼みたいが、ずうずうしい女と思われては心外だ。彼はたまたま行きがかり上助けてくれただけ。本名ではないとしても、やっと名前を教えてもらえた。それだけで満足だったはずなのに、気付けばもっと彼のことが知りたくなっている。

　どこに住んでいるのか。何をしている人なのか。どうして仮面をつけているのか。

（もしかして……本当にアーノルド殿下だったり……？）

　声も背格好も似ている。髪の色は違うが、変装ということもありえる。だから仮面で顔を隠しているのかも……？

（ええい！　断られたっていいじゃないのっ）

　決心してリアンヌは背後から呼びかけた。

「あのっ……また会っていただけませんか……!?」

　振り向いた彼は、呆気にとられてリアンヌを見た。たちまち耳まで真っ赤になる。

　仮面の下で見開かれていたヘーゼルブラウンの瞳が、ふっとやわらかく細められる。次の瞬間、大股で戻ってきたアシュリーはリアンヌの頤おとがいを掬って長身をかがめた。

　唇に、あたたかな感触が押しつけられる。

（え……？）

「──また会いたいと、俺も思っていた」

　耳元で囁き、彼は身を起こした。

「連絡する」

　革手袋を嵌めた指の背でリアンヌの頬を軽く一撫でし、サッと彼は踵を返した。我に返ったときには、その姿はすでに雑踏に紛れていた。

　にわかにうろたえたリアンヌは意味もなく左右をきょろきょろし、そそくさと歩きだした。小走りに進みながら指先で唇を押さえる。

（キス……されちゃった……！）

　思い出しただけで胸が轟き、きゃーっと叫びだしたくなる衝動に駆られてしゃにむに足を速める。

　クライヴを探すという当初の目的を思い出したのは、王城近くまで戻ってからだった。何やってるのよ……と自己嫌悪に浸りつつ、リアンヌはすごすごと城門をくぐったのだった。










[image: ]
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　翌朝リアンヌはふたたびクライヴの部屋を訪れた。王太子が行方不明であればとっくに大騒ぎになっているはずだが、そのような気配は一切ない。書斎にも寝室にも鍵はかかっていなかった。

　つかつかとベッドに歩み寄り、声をかけることなくバサリと帳を開け放つ。頭からすっぽりと上掛けをかぶったクライヴが、こちらに背を向けていつものように惰眠をむさぼっていた。

　イラッ……とこめかみを引き攣らせ、リアンヌは彼の背中を力任せにどんっと押した。王子が寝台の向こう側へ勢いよく転がり落ちる。

「ぐぁ!?」

　いくら寝起きが悪くても、高さのある寝台から落ちればさすがに目が覚める。身を起こしたクライヴは、寝ぼけまなこで焦って左右を見回した。

「なんだ？　地震か？」

「──おはようございます」

　厭味たっぷりに挨拶すると、クライヴは頭を掻き回しながら大あくびをした。

「なんだ、おまえか……。今朝はえらい容赦がないな」

「昨日はどこにいらしたんですか？」

「どこって……ここにいたが？」

「嘘おっしゃい！　昨日の午後、お部屋にいらっしゃらなかったことは、ちゃーんと知ってますっ」

　ビシッと指を突きつけて弾劾すると、クライヴは胡乱な目付きになってリアンヌを睨みつけた。

「なんでおまえにそれがわかる？　俺は書斎に鍵をかけて閉じこもってたんだぞ。嘘だと思うなら警護の奴らに確認しろ」

「この目でしっかり確認しました！　クライヴ様がいつもやっていらっしゃるように蔦を伝って壁を登ったんです」

「おまえ……男の寝室に忍び込んだのか？　はしたないぞ。それに危ない。蔦が切れたらどうする」

「話を逸らさないでください！　殿下が王宮を抜け出したことは、門衛も証言してるんですからねっ」

　言い逃れできないと悟り、クライヴはふてくされた顔になった。

「気晴らしに出かけただけだ。何もそう目くじら立てることないだろ」

「出かけるのはかまいません。ですが、単独でのお忍びは絶対におやめください。危険です」

「護衛は連れていった。門衛にもちゃんとそう言ったぞ」

「いいえっ、クライヴ様はおひとりでした！　わたしは街まで後を追いかけたんですよっ」

「だから街で合流したんだよ」

「お供したのは誰ですか。確認を取ります」

「誰だっていいだろ」

「そうはいきません。今クライヴ様のお側についている騎士は外出時も同行できる方々です。それを出し抜いてこっそり出かけたということは、彼らを信用していないということで──」

「うるさいな！　俺はおまえの弟じゃねぇんだよっ」

　いつになく口汚く怒鳴られ、リアンヌは目を丸くした。クライヴは悔しそうに唇をゆがめてそっぽを向いた。

「……申し訳ございません。ただ、貴い御身に何かあってからでは遅いと懸念いたしまして……」

「無事に戻ってきたんだからいいだろ。──着替えるから下がれ。覗きたきゃいてもいいが」

　厭味な冷笑に、リアンヌはきゅっと唇を引き結び慇懃に一礼した。

「失礼いたします」

　目を合わさずに退出し、居間で待機する。あのように怒鳴られたことにリアンヌは大きな衝撃を受けていた。毎朝クライヴを怒鳴りつけて叩き起こしていても、彼が自分に対して声を荒らげたことは今まで一度もなかったのだ。

（世話を焼きすぎていたのかしら……）

　リアンヌはしゅんとうなだれた。

　奇しくも昨日、アシュリーに同じようなことを言われたばかりだ。クライヴは十歳の弟と同様なのか、と。

　もちろんそんなことはない。クライヴ王子は自分より三歳上なのはわかっているし、年齢以上に王族としての敬意を払ってきたつもりだ。

　でも……。

　命令とはいえ毎朝叩き起こしているうちに、臣下としての本分を越える親しみを抱いてしまったのだろうか。自覚はなくても、そのせいで無意識にクライヴを軽んじていた……？

　リアンヌ以外には起こせない、なんて言われていい気になって。いつのまにやら得意になっていたのか。

　がっくり落ち込んでいると、身支度を整えたクライヴが憮然とした顔のまま出てきた。リアンヌには目もくれず、廊下へ出ていく。謝罪する機会を逸し、しょんぼりと後に従った。

　いつものように馬に乗って練兵場へ向かう。やはり気まずくて並ぶことができず、完全に一馬身下がって斜め後方から付いていった。

　ゆったりした白シャツに包まれたクライヴの広い背中が、やけに冷たく、よそよそしく見えるのは、たぶん気のせいではない。そっと溜め息を洩らしたリアンヌは、前方から騎馬の人影が近づいてくることに気付いて少しだけ前に出た。

　やがてそれがアーノルド王子だとわかり、安堵と同時に沸き起こる胸のざわめきに困惑する。

「──兄上？　朝に行き遇うとは珍しいな」

　アーノルドは弟王子の問いに、いとも涼しげな笑みを浮かべた。彼が毎朝遠乗りをしているのは知っているが、そのコースは王宮の反対側のはずだ。

「朝なら捕まえられると思ってね」

「何か用でも？」

　ぶっきらぼうな口調にアーノルドは苦笑した。

「伝達事項が山積みだ。今日こそ政務の引き継ぎをしてもらうぞ」

「しないよ、そんなこと。父上の補佐なら今までどおり兄上がやればいい」

「王太子はおまえなんだぞ」

「いやだって言ってるだろ」

　むきになって言い返す弟を、アーノルドは厳しく見据えた。

「父上がお決めになったことだ。おまえは王命に従わないつもりか」

「だったら牢にでもなんでも入れればいいさ。俺は王太子になんかなりたくない。面倒ごとは全部兄上に押しつけて、無責任にヘラヘラ遊んでいたいんだよ。筋金入りの横着者なんでね」

　うそぶく弟を睨んだアーノルドは、ふと皮肉な笑みを浮かべた。

「なるほど。では牢に閉じ込めた上で引き継ぎを行うとしよう。いい考えだ。牢に入れれば逃げられない。ついでに耳をふさげないよう手枷もしてやる」

　クライヴはにわかに焦りだし、そろそろと馬を後退させた。

「ちょ、ちょっと待てよ……」

「牢に入りたいんだろう？」

「入りたいとは言ってない！」

「選択肢はふたつにひとつだ。おとなしく私の部屋へ来るか、牢に入るか。好きなほうを選べ。私はどちらでもかまわないぞ。どのみちすることは同じだからな」

　チッとクライヴは舌打ちをした。

「じゃあ、調練が済んだら──」

「だめだ。今すぐ来い。引き継ぎが済むまで調練参加を禁止する。厭だと言うなら牢獄入りだ。その場合、引き継ぎが終わるまで食事は抜き。ちなみに引き継ぎには確実に数日かかるからそのつもりで」

　兄を睨みつけていたクライヴは、やがて根負けしたように肩をすくめた。

「……兄上の部屋に行けばメシは出るんだろうな？」

「三食きちんと出すとも」

「食えるだけマシ、か。わかったよ」

　クライヴがしぶしぶ同意すると、にっこりしたアーノルドは控えているリアンヌに声をかけた。

「すまないが、しばらくクライヴを借りるよ」

「えっ!?　は、はい……」

　微笑みかけられ、反射的に顔を赤らめて口ごもる。アーノルドの声は昨日聞いたアシュリーの声にそっくりだ。気のせいか目付きに何か含みがあるようにも思えてしまう。

（やっぱりアーノルド様がアシュリーなのかしら……？）

　どちらもＡアで始まるし……などと、こじつけめいたことさえ確証に思えてきてそわそわしていると、クライヴがいきなり横柄な口調で命じた。

「明日から起こしに来なくていいぞ」

「はっ……？」

「どうせ調練にはしばらく参加できないんだ。それに、成人男子としてはいつまでも母親に起こされる子供ガキみたいなまねもしてられないしな」

　傲然と鼻を鳴らし、クライヴは馬の腹にかかとを当てた。アーノルド王子がすまなげに苦笑しながら片手を上げ、弟の後を追う。

　ふたりの姿が見えなくなるまで、リアンヌは馬上でぽかんとしていた。

















11












「────いったいなんなのよーっ!?」

　ゴン！　と錫製のビールジョッキをテーブルに叩きつけ、リアンヌはわめいた。

　同日、夜。リアンヌは王立騎士団がよく利用する街の酒場で、団長のダリル相手にくだを巻いていた。ハートフィールド王国では、大人の連れがいれば準成人も酒が飲めるのだ。

　起こしに来なくていいと言われ、リアンヌのやることは完全になくなった。クライヴが成人してから実質的にお払い箱同然だったのを、彼の強い意向で『起床係』として特別に留め置かれていたのだ。それをクビになっては、することはもう何もない。

　私物をまとめ、クライヴの住まう宮殿を出た。王立騎士団の本部でことの次第を報告すると、ダリルはしばらく休暇を取るようリアンヌに命じた。

　実家に戻ってもいいぞと言われたが、宿舎に部屋を用意してもらうことにした。初心に返って訓練に励もう。そのほうが気もまぎれる。

　勤務を終えたダリルに『飲みに行こう』と誘われ、付き合いのつもりで応じたが、あっというまに最初の一杯を飲み干してお代わりを注文。これまた即座に空にして、三杯目のジョッキを握りしめながら愚痴をこぼし始めたら止まらなくなった。

「お役御免になったのはいいんですよ別にっ！　でもねぇっ、嘘ついてまで引き止めておいて、いきなりクビにするなんて勝手すぎません!?」

「嘘ってなんだ」

「クライヴ様の寝起きの悪さ。あれは演技です！」

　きっぱりと断言し、リアンヌはゴッゴッと豪快にビールを喉に流し込んだ。両親が見たら卒倒するのは確実だ。ダリルもまた感心半分、呆れ半分の目付きで眺めている。

「そうかね？　俺も何度か起こしたことあるが、寝ぼけて暴れ回るもんだから押さえ込むのに大変だったぞ」

「それは子どもの頃の話でしょ。わたしが起こしたときに暴れたことは一度もないですよ。冬眠明けの熊みたいにボーッとしてます」

　ぶっ、と噴き出し、ダリルは口許をぬぐって苦笑した。

「確かに。だがなぁ、おまえが起こせばボーッとしてるだけでも、それ以外の者が起こしたら超不機嫌になって暴れ回る厄介な熊だぞ？」

「それが演技だと言うんですっ。クライヴ様は甘えてるんですよ！　わたしが女だから！」

「おっ？　やっと気付いたか」

「それもこれも、お母様を早くに亡くされたせいに違いありませんっ」

　確信を込めて言い切ると、ダリルは酢でも飲んだような顔で嘆息した。

「そう来たか……。鈍いのか鋭いのか、本当にわからんな」

「なんか似たようなこと、前にも言ってませんでした……？」

　なんだったか、すでに酔いの回った頭では思い出せないが。

「わかってるのか、わかってないのか、わからん奴だ」

「そうそう、それそれ！　わたしにはわかってますとも！　クライヴ様がわけわかんない方だということが、はっきりとね！」

　ゲラゲラ笑うリアンヌは、もはや完全な酔っぱらいだ。ふだんは酒が入っても自制的なのに、今夜は完全に悪酔いしている。

「甘ったれは叩き起こせばいいんですよ！　文字どおりにねっ」

「いや、侍従には無理だろ。大貴族のお坊ちゃんあがりの騎士にも難しいな。相手が相手だけに」

「なんですか、それ!?　わたしが王族に敬意を払っていないとでも!?」

「そうは言わんが……」

「叩き起こせと命じたのはあの方ですっ」

「おまえ以外には命じてないだろ」

「だから甘えてるんですよっ」

　堂々巡りである。酔っぱらい相手に理路整然とした議論などできるわけがない。

　ダリルはやっと一杯目のビールを飲み干してお代わりを注文した。リアンヌはすでに四杯目を空け、つまみの散乱するテーブルに突っ伏して『クライヴ様の馬鹿ー』とか『ずっと冬眠してろー』などと愚痴っている。

　かと思えばいきなりすっくと立ち上がり、『トイレに行ってきます』とふらふらした足どりで奥へ向かった。大丈夫かとダリルが心配していると、女と見て絡んできた酔漢を問答無用で殴り飛ばし、倒れたところを無情に踏んづけていった。

　店員たちは気絶した男を抱え上げると容赦なく店の外へ放り出した。騎士団員は上得意客なので多少暴れても大目に見てくれる。

　とはいえ今夜のリアンヌは悪酔いしすぎだ。そろそろ連れて帰るか……と思案していたダリルの前に、ふらりと仮面の男──アシュリーが現れた。

　ダリルは驚きもせず、苦笑して肩をすくめた。

「すっかり悪酔いしてますよ」

「帰ったのか」

「用足しに行ってます。もう引き上げようかと思ってたところで」

　アシュリーは少し考え、かぶりを振った。

「俺が送っていこう。少し彼女と話したい」

「まともな話はできそうにありませんが」

「できるだけなだめてみるさ」

「本当に、ちゃんと送り届けてくださいよ？　大事な部下ですからね」

「わかってる」

　頷いて仮面の男はダリルと入れ代わった。ダリルが立ち去るとほとんど同時にリアンヌが戻ってきて、店員に向かってビールのお代わりを叫ぶ。

「これで最後にしとけ」

「だいじょーぶ！　まだまだ行けます……って、あれ？」

　カラカラ笑ったリアンヌは不思議そうに眉を上げ、目をこすってじーっと仮面の男を見た。

「やば……。団長がアシュリーに見える。そんなに飲んでないのに……」

「いや、完全に酔っぱらってるぞ」

　しかつめらしく断定されてリアンヌは目をぱちぱちさせた。そこへビールジョッキが運ばれてくる。当然のように代金を支払う仮面の男を、リアンヌは眉をひそめてしげしげと凝視した。酔っているせいでうまく焦点を合わせられない。

「……本物？　本当に、アシュリー……なの……？」

「本当に本物だ」

「わぁ……！」

　にこぉっと笑み崩れてリアンヌは彼の手を両手で握りしめた。

「また会えたぁ～」

　革手袋を嵌めた彼の手を頬にくっつけてニコニコするリアンヌに、アシュリーのほうがたじろいでしまう。酔っぱらってふだんの鉄壁の自制心がゆるんだリアンヌは、潤んだ瞳で拗ねたように彼を見つめた。

「すっごく逢いたかったんですよぉ～」

「……俺もだが、まさかここまでへべれけになっているとは思わなかったな」

「悪いのはクライヴ様れす！」

「そうなのか？」

　心外そうな口調にも気付かず、リアンヌは不満げに唇を尖らせた。

「そうれすよ～。クライヴ様は自分勝手で甘ったれれ、ろんれもらい嘘つきなんれすよ～」

　もはや完全に呂律が回っていない。

「……それはひどいな」

「ひろいれしょう！　ひろいんれすよ！　クライヴ様ってば本当に……！　アーノルド様の爪の垢れも煎じて飲ませたいくらいれすよっ」

　軽くショックを受けた風情のアシュリーは、リアンヌが勢いよくビールを喉に流し込むのに気付いて慌てて制した。

「飲み過ぎだ！」

「らいじょーぶれす。わらしけっこう強いんれすよ～。えへへへへ」

「とにかくやめとけ」

　強引にジョッキを奪い取ると、すでに半分しか残っていなかったビールをアシュリーは全部飲み干した。

「あ～、わらしが飲んれらのに～。もっと飲む～」

「ダメだ！」

　しつこく飲みたがるリアンヌを引きずるようにして、アシュリーは居酒屋を出た。
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　ふと我に返ると、粗末な建物の狭く急な階段を、アシュリーに肩を担がれて上っていた。

「……んん？　あれ、いつ河岸を変えたんれしたっけ……？」

「俺の部屋で少し休め。こんな泥酔状態で騎士団に戻ったら恥をかくぞ」

「それもそうれすね～」

　ヘラヘラ笑いながら部屋に連れ込まれたリアンヌは、寝台に座るとそのままころんと横に倒れた。

「うわぁ、おもしろい部屋～。天井がぐるぐる回ってる～」

「だから酔ってるんだって……。ったく、しょうがない奴だな」

　アシュリーは溜め息をつくと、水を汲んでくると言い置いて出ていった。リアンヌは枕を抱え込んで天井を睨んだ。まだぐるぐるしているが、どうやら斜めになっているようだ。ということは……たぶん屋根裏部屋。急勾配の階段をずいぶん上った気もするし。

　台形の小さな窓が高いところにある。室内はがらんとして、ほとんどものがない。作り付けのワードローブと洗面台、ごく小さな書き物机と椅子。机の上には短い蝋燭が二本刺さった枝付き燭台があるだけだ。

（ここがアシュリーの住まい……？）

　妙に生活感がないことは、酔った頭でもわかった。ここには必要に応じて立ち寄るだけで、暮らしているわけではないのだろう。生活の本拠はどこか別のところにある。つまり彼は二重生活をしているということ。いったい何故……？

　だめだ、全然頭が働かない。

　溜め息をついているとアシュリーが戻ってきて、水を飲ませてくれた。冷たい井戸水のおかげで頭の靄がいくらか晴れる。座り直したリアンヌは傍らに腰を下ろした彼をしげしげと眺めた。

「……どうして仮面を付けてるの？」

「顔を見られないために決まってるだろ」

　冗談めかした口調に目をすがめ、睨むようにじーっと見つめる。

「わたしに見られるのもだめ？」

「だめ」

　きっぱり返されてリアンヌはムッとした。

「どうして？　わたしの知っている人だから？」

　彼は謎めいた微笑を浮かべた。

「さぁて、どうだろうな」

「はぐらかしても無駄よ。わかってるんだから」

「ほう？」

「──アーノルド殿下でしょ」

　断言すると彼は黙り込んだ。仮面の下から覗く瞳は、翳になって感情が読み取れない。しばし沈黙し、彼は穏やかに尋ねた。

「どうしてそう思うんだ？」

「声がそっくりだもの」

「……声、か」

　彼は低く呟き、考え込むように顎を撫でた。

「そうよ、その声。アーノルド様にそっくり。顔は仮面で隠せても、声は無理よね」

　彼は肯定も否定もせず、いきなりバタンと寝台に倒れて頭の下で手を組んだ。

「声ねぇ……。ははっ」

　何故か彼は突然笑いだした。その笑い方は別の人物を思い起こさせたが、リアンヌは急いでその連想を頭から追いやった。

「認めるのね？」

「いいや。今の俺はアシュリーだ。それ以外の何者でもない」

　仮面の男を黙って見下ろしていたリアンヌは肩をすくめると並んで横になった。

「別にいいわ。わたしを助けてくれたのはあなただもの。仮面を外したあなたが誰であろうと、三年前、世間知らずの無謀な子どもだったわたしを助け、騎士団への道を開いてくれた。アシュリー、あなたが」

　至近距離で見つめ合う。この瞳をわたしは知っている。だけど、それを誰なのか見定めてしまうのが怖かった。曖昧なままにしておきたい。はっきりさせてしまえば、きっともうこんなに近くにはいられないから……。

「……わたし、あなたのことが好きだと思ってた。三年前からずっと」

「違ったのか？」

「違うと思ったけど……。やっぱり違わなかったみたい」

「どっちだよ」

　アシュリーは困惑の溜め息をつき、慌てて半身を起こした。

「待て。俺が好きなのか!?」

　こくりとリアンヌは頷いた。

「好きなのはアシュリーなんだって、わかったの。あなたが誰だろうと関係ないって。だから……」

「だから？」

「わたし今、ものすごーく酔ってるのよね？」

「確かに酔ってるな。人の話を全然聞いてない。……今に始まったことじゃないが」

　溜め息まじりにぼやいたアシュリーは、むくりと起き上がったリアンヌにのしかかられて、ギョッと目を見開いた。

「おい」

「酔っぱらって、夢を、見てるんだ──と、思う」

　呟くなり、リアンヌは勢いよく彼と唇を合わせた。勢いがつきすぎて互いの歯がぶつかったくらいだ。いてっ、とアシュリーが呻いた。

　彼はしばらく困惑の体で、不器用に唇を食まれるに任せていた。やがて意を決したように体勢を入れ換えると改めて情熱的に唇をふさぐ。舌を入れられた瞬間には目を見開いたが、リアンヌは抗うことなくむさぼるようなくちづけに身をゆだねた。

　酔って夢を見ているのだ。醒めた後のことなんか知らない。どうでもいい。今はただ、彼と愛し合いたいだけ──。

　恍惚と満足感、そしてわずかに苦い罪悪感を覚えながら、リアンヌの意識は急速に薄れていった。
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　目覚めれば自室だった。

　騎士団本部の宿舎ではなく、クライヴの宮殿で与えられていた部屋だ。見慣れた光景に『寝坊した！』と慌てて飛び起き、思わぬ身体の痛みで昨夜のことを思い出してリアンヌは呆然とした。

　団長と飲みに行ったのは覚えている。箍が外れたように痛飲したことも。

　頭がガンガンするのは間違いなく二日酔いのせいとして、格闘でもしたかのように身体じゅうが痛いのは──。

　筋肉痛だけであれば、したたか酔った挙げ句に乱闘騒ぎでも起こしたことにしてしまえなくもない……が、あらぬ場所がズキズキと疼痛を訴えていては認めざるをえない。

　昨夜、アシュリーと情交に及んでしまったのだ。

「────あぁぁあぁわたしの馬鹿ぁぁあ!!」

　喉も裂けよと絶叫し、両手で顔を覆う。

（は……初めてだったのに……っ）

　相手がアシュリーだったのは問題ない。ずっと憧れていた人なのだ。素顔を見ないままコトに及んでしまったのは若干気になるが……見えている部分からして悪くはないはず。そう、口許などはとても端整なのだし。

　と、なんだかまずい人物の顔が浮かびそうになり、焦ってリアンヌはアーノルド王子の相貌を脳裏にデカデカと思い描いた。

（うん！　似てる！）

　納得し、いや納得している場合じゃない！　とふたたび落ち込む。

（……どうしよう、尻軽だと思われたかも……）

　それは悲しい。悲しすぎる。

　いったいどういう流れでそういうことになってしまったのか……。残念ながらひどく酔っていて記憶が定かでない。

　酔った勢いで初体験を済ませてしまうなんて最低っ、とリアンヌは、ただでさえ二日酔いでガンガンしている頭を拳骨で殴りつけた。あまりの痛さに目から火花と涙が出た。

　内側と外側、両方からの激痛に耐えかねて、リアンヌは頭をさすりながら室内を見回した。どうやって帰って来たのかまったく思い出せない。羞恥をこらえ、順序立ててひとつひとつ思い返そうとしても、記憶が飛んでいる箇所が多くてだめだ。

　アシュリーと彼の隠れ家らしき屋根裏部屋で事を終えた辺りから、ふっつりと記憶は途切れている。その建物がどこにあったのかも全然覚えがない。記憶の断片があるのは狭い階段を上っているところからで、居酒屋からどのような道順でたどり着いたのかはまったくの謎だ。

（アシュリーが送ってくれた……のよね？）

　だとしたら、彼は王宮の門をくぐれる人物ということになる。

（や、やっぱりアーノルド様……!?）

　羞恥ときまり悪さとでいたたまれなくなったリアンヌは、頭を抱え、煩悶しながら室内を駆け回った。誰かに見られたら確実に気が変になったと思われたに違いない。

　リアンヌは疲労困憊して床に座り込んだが、しばらくするといくらか落ち着きを取り戻した。とにかく着替えようと立ち上がったものの、すでに私物は騎士団の宿舎に移してしまっていた。

　やむなく洗面だけして手櫛で髪を梳かし、適当な三つ編みにする。そうっと廊下を覗くと、しんと静まり返って人の気配はない。今のうちに、と焦って外に飛び出したとたん、逆方向から来た誰かにぶつかりそうになった。

「──何してる」

「ク、クライヴ様」

　思いっきり不機嫌そうに睨まれ、リアンヌは青ざめた。よりにもよって今一番会いたくない人物に出くわすとは……。

「今日は休ん──」

「すみませんっ、忘れ物を取りにきたんです！」

「……は？」

　ぶっきらぼうに何か言いかけたクライヴが怪訝そうに見返す。眉をひそめたその表情に、彼が怒っているものと確信してますます焦った。

「も、申し訳ありません！　お役御免になったからには勝手に出入りすべきでないのは承知しておりますが、昨日引き払ったときにうっかり忘れたものがございまして！」

「引き払った……？」

　クライヴはさらに訝しげな顔になる。

「は、はい。それでは失礼いたします！　二度とお目汚しはいたしませんので、どうかご勘弁をっ」

　胸に手を当てて深々と一礼し、脱兎のごとく駆けだした。

　あまりの勢いに唖然としていたクライヴは、リアンヌの姿が見えなくなったとたんに眉を吊り上げた。

「────引き払っただと……!?　聞いてないぞ、そんなこと！」

　昨日の朝、怒りに任せてもう来なくていいと叫んだことを猛烈に後悔する一方、何も真に受けることないじゃないかと八つ当たりしながら、クライヴはリアンヌの部屋へ向かった。

　彼女が言ったとおり、明るい光の中で見ればその部屋はひどくがらんとしている。試しにワードローブや抽斗を開けると、入っていたのは虫よけのラベンダーの小さな束だけだった。

　ベッドには寝た形跡はあったが、乱れたままではなく軽くしわを伸ばして整えてある。それもまた生真面目な彼女らしい。

　クライヴはベッドの端に腰を下ろし、膝の上に肘をついて頭を抱えた。

「くそっ。なんでこう行き違ってばっかりなんだよ……！」

　まったく鈍いにもほどがあるぞ!?　少しは察しろ！　などと自分勝手に毒づいた挙げ句、ばたりとベッドに倒れ込む。

　最初から打ち明けてしまえばよかったのか。何故そうしなかったのだろうと今にして悔やんでももう遅すぎる。

　たぶん……失望されたくなかったのだ。くだらない見栄を張る一方で、彼女との楽しく気の置けない日々がずっと続けばいいと甘えていた。

　そう、甘ったれていた。何もかもに。

　父が自分を王太子に指名するはずがない、と。万が一にも指名されないために、努力してきた。兄の優秀さを際立たせるためにダメな弟を演じて。そうするうちにリアンヌと出会い、いつしか彼女に甘えてしまっていたのだ。

「……実際に、最っ低のダメ男だった……ってわけか」

　悶々としながらクライヴは、ぬくもりなどとうに消えたベッドに未練たらしく寝転がっていた。
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　それから数日の間、リアンヌは騎士団本部で修練に明け暮れた。動いていれば気がまぎれたし、身体の痛みも訓練による純粋な筋肉痛で上書きしてしまえば羞恥心もいくらか薄らぐ。

　とにかく酔って交渉を持ってしまったことがとてつもなく恥ずかしい。

　アーノルド王子とはクライヴのお供をした最後の朝以来会っていない。一度、何かの用事で騎士団本部に来たところを見かけたが、リアンヌに気付いたはずなのに、微笑みかけるどころか表情も変えずにそのまま立ち去ってしまった。

　そっけない態度に嫌われたのだと確信して、リアンヌはますます落ち込んだ。

　なかったことにされるなら、まだいい。悲しいけれど、そもそも身分違いなのだし、向こうにしてみれば単なる遊びだったということもありえる。そういう火遊びをするような人であってほしくはないけれど……。

　だが、無視されるとどうしても軽蔑されたように感じてしまう。酔って男性を押し倒した（？）ような自分に、不満を抱く資格などないのかもしれないが、尊敬する憧れの恩人に軽蔑されるのはひどくつらかった。

　すべては自業自得と言い聞かせ、リアンヌは一心不乱に訓練に励んだ。

　クライヴともずっと会っていない。寂しいようなホッとするような、すごく妙な心持ちだ。ダリルから聞いた話では、諦めたのか覚悟を決めたのか、粛々と政務の引き継ぎに取り組んでいるという。褒めてあげたいところだが、もはやそんな馴れ馴れしく話しかけてはいけない気がする。

　思えば毎朝毎朝有無を言わさず叩き起こしていたのがそもそも異常だったのだ。

　貴重な経験をさせてもらった──と感謝して、これからは王立騎士団の一員としての責務を果たそう。

　アシュリーと夜を共にしたことも、大切な思い出にする。酔っていたのが返す返すも恥ずかしく、うろ覚えなのも残念でならないが……。
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　ようやく気持ちを切り換えられたと思い始めた矢先──。無情にもそれをひっくり返すような出来事が起こった。

　一日の訓練を終え、気持ちよく汗を流して宿舎の自室へ戻ってくると、机の上に梱包された大きな箱が置かれていた。

（何だろう？　実家からの差し入れかしら……）

　リアンヌがあまり家に戻ってこないので、心配した母親が生活雑貨や私服、下着、日持ちのする食品などを送って寄越すのだ。リアンヌは騎士団からの俸給の半分を実家に仕送りしているのだが、母はそれを気にして一部を小遣いとして送り返してくる。たまには女の子らしい格好で帰って来なさいと小言の手紙を同封して。

　開けてみると、案の定ドレスが入っていた。それもかなり豪華な夜会服だ。

「お母様ったら……。いくらなんでも気張りすぎでしょ」

　広げて嘆息すると、ドレスの間から何かが床に落ちた。蝶々のような形の半仮面だ。キラキラしたガラスビーズが散りばめられ、裏は天鵞絨ビロード張りになっている。

「……何これ」

　首を傾げ、箱の底を覗いてみると折り畳んで封蝋をした手紙が入っていた。中から出てきたのは街のオペラ座で開かれている仮面舞踏会の入場券だった。日付は明後日。

　王都では仮面舞踏会が流行っていて、あちこちで開催されている。個人宅で催されるものと違い、オペラ座や劇場主催だと入場券を購入すれば身分に関係なく出入りは自由である。

　手紙には短い走り書きが記されているだけだった。

『きみを見つける。アシュリー』

　一気に鼓動が跳ね上がり、全身が燃えるように熱くなった。リアンヌは食い入るように手紙を見つめた。筆蹟をごまかすため、わざと雑に書いたようだ。もっとも、丁寧に書かれたところでリアンヌはアーノルドの筆蹟を知らないのだが。

　どういうことだろう。てっきりなかったことにされたと思ったのに。

（軽蔑されたわけじゃ、なかった……？）

　受付で尋ねても誰が荷物を持ってきたのかはわからなかった。というか、受付を通っていない。となれば、本人が持ってきたにせよ、誰かに託したにせよ、疑われることなく入り込める人物ということになる。リアンヌの確信はいよいよ強まった。

　そして仮面舞踏会の当日。ふだんどおりに訓練を終えたリアンヌは、明日は実家に帰省すると嘘の休暇届けを出した。実家と行き来するときに着ている貴族令嬢らしい外出着を身につけ、夜会服はしわにならないよう注意して鞄に詰めた。行き会った騎士仲間に、そういう格好をすればちゃんと女に見えるぞ～、などと揶揄されるのを適当に受け流しつつ、足早に城門を出る。

　ふだんは王城近くで客待ちをしている辻馬車に乗るのだが、顔見知りの御者に当たるとまずいので、いつもよりも遠くまで歩いてから流しの馬車を拾ってオペラ座まで行ってもらった。

　その頃にはだいぶ薄暗くなり、点灯夫たちが大通りの街灯に灯を入れて回っていた。会場のオペラ座の周囲は大勢の人や馬車で混雑している。リアンヌは少し手前で馬車を降りた。

　入り口で入場券を見せ、中で着替えたいんだけどと鞄を示すと、すぐに更衣室の場所を教えてもらえた。その場で着替える人も珍しくないようだ。ここでは入場券を確認するだけで、もぎりは舞踏会場に入るときに行う。

　更衣室は本来は休憩室として使われている部屋で、思ったより広かったがすでにかなり混み合っていた。どうにか空いた場所を見つけ、手早く着替えを済ませる。化粧台などはないが、一方の壁が鏡張りになっているので全身を映して確認できた。

　自室で試着は済ませていたが、サイズがぴったりなことに改めてホッとする。どうしてサイズがわかったのかについては、まじめに考えると恥ずかしいので、考えないことにした。

　蝶々の仮面をつけ、後頭部でリボンを結ぶ。できれば髪形ももう少し凝りたかったが、髪結いを頼む暇はなかったので、飾り櫛とピンを使って巻いた。姉の身支度をいつも手伝っていたから、あまり複雑でない髪形ならいくつか作れる。

　脱いだ外出着を鞄に詰めてクロークに預け、ドレスと一緒に入っていた扇と入場券を手に、リアンヌはどきどきしながら会場へ向かった。

　仮面舞踏会に参加するのは初めてだ。リアンヌはまだ準成人なので、本当は成人の付き添いがなければこのような催しには参加できない。待ち合わせているアシュリーは成人だろうから、ギリギリ違反ではない……ということにしよう。それでも親に知られたら間違いなく怒られる。いわゆる良識ある人々にとって、仮面舞踏会は不謹慎で不道徳な催しなのだ。未婚の若い娘が参加するなどもってのほか。ただちに不良認定されてしまう。

　それでもふだんの生活ではめぐり会えないような新鮮な出会いを求める人々にとって、身分の分け隔てなく誰でも参加でき、素性を知られることなく会話やダンスを楽しめる仮面舞踏会はとても人気があった。親に内緒でこっそり参加する準成人も多い。リアンヌもついに『不良』になってしまった。

　まだ時間が早いかと思えば、すでにたくさんの人たちが踊っていた。劇場で開かれる仮面舞踏会は個人宅での舞踏会より長時間にわたり、参加者の入れ代わりも激しい。皆、自分の都合のよい時間に来て、好きなときに帰ってゆく。入場券には入場時間の指定はあるが、時間制限はない。

　リアンヌは扇を広げて顔の下半分を隠しながらきょろきょろと辺りを見回した。顔の上半分は仮面をつけているから、外から見えるのは目だけだ。知り合いに出くわす可能性が皆無とは言えないのだから用心に越したことはない。

「──どなたかお探しですか？」

　笑みまじりの低い囁き声に、リアンヌは飛び上がりそうになった。振り向けばジュストコールに丈長のジレ、ブリーチズという正装スタイルの男が悪戯っぽく微笑んでいる。今夜は長い金髪の巻き毛だが、両目と右頬を覆う形の仮面はこれまでと同じだ。

　ホッと肩を下ろしたリアンヌの手を取り、彼はうやうやしく身をかがめて手の甲にキスした。

「アシュリー……」

「どうした？　俺に逢いたくなかったのか？」

　からかうように問われ、慌ててかぶりを振る。

「逢いたかったわ、すごく！　ただ、もう逢えないと思ってたから」

「どうして？」

　甘い声音にリアンヌはうろたえ、視線を泳がせた。

「……軽蔑されたと、思って……」

「軽蔑？」

「あのとき、わたし……ひどく、酔ってたでしょ……？」

「……後悔してるのか？」

「違うわ！　ただ、酔ってああいうことをしたのが、ものすごく……恥ずかしくて……っ」

　くすりとアシュリーは笑った。

「軽蔑されるのは、むしろ俺だな。酔っているところにつけ込んだ」

　彼の顔が近づき、扇の翳で唇が重なった。

「……俺を軽蔑してない？」

「してないわ。わたしのことは？」

「もちろんしてない。するわけない」

　もう一度彼はリアンヌにキスすると、そっと手を引いた。

「おいで」

　彼が舞踏会場の出口に向かっていることに気付き、リアンヌは当惑した。

「踊らないの？」

「ダンスは下手なんだ。踊ったら、きっときみはがっかりする」

　妙に確信に満ちた謎めく口調に、リアンヌはとまどった。

「下手でもかまわないわ。わたし、ダンスは得意なのよ。うまく合わせてあげられると思う」

「きみがダンス上手なのは知ってるよ」

　ドキッとして彼を見つめる。

「どうして知ってるの？」

「ずっと見ていたからね」

　こともなげに答え、彼はじっとリアンヌを見つめた。ヘーゼルブラウンの瞳。この瞳を知っている。絶対に、わたしは知っている。

　背後で流れるワルツ。この曲に合わせて踊ったら、きっとわかる。

　わかってしまったら、いったいどうなるのかしら？

「……きみはどちらを選ぶ？　俺と踊って幻滅するのと、踊らずにふたりで愚かな甘い夢を見続けるのと」

　その言葉を聞くと同時にリアンヌは確信していた。

　そして、即座に目を背けた。

　愚かしいとわかっていても、向き合うことが怖かった。真実を受け入れる勇気など、どうやっても出てきそうにない。

　だって『彼』はもう絶対に手の届かない人だ。最初からそうなら、こんなに悲しくなったりしなかった。思いがけず親しい日々を過ごしたせいで、いつのまにか埒もない想いに囚われてしまったのだ。

　だから。

　彼を失望させよう。彼のほうから突き放されなければ離れられそうにない。

　きっと、いつまでも。

　リアンヌは彼の瞳を見つめて微笑んだ。浅はかで、馬鹿な女に見えるように。ああ、今こそぐでんぐでんに酔っぱらっていられればよかったのに。

　それともすでに酔っているのかしら？『かわいそうなわたし』に。本当はかわいそうなのではなく、身の程知らずなだけ。それくらい自覚してる。

「──わたし、甘い夢を見ていたいわ。いつまでも、ずっと」

　彼の瞳に失望の翳が落ちる。

　それでいい。お互い無邪気な夢を見るのはやめましょう。わたしたちの歩いていく道は違うのだから。

　突き放されることを覚悟した。なのに彼は、唇をぐいと引き結び、リアンヌの手首を掴んだ指に力を込めた。

「では、そうしよう」

「!?　待っ……」

　有無を言わさず彼は扉を押し開け、仮面の男女が行き交う通路を歩きだした。

「待って、アシュリー。どこへ行くの」

「ボックス席を押さえてある」

　彼の意図は察しがついたがリアンヌは抗わなかった。
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　暗い街路を馬車はひた走っていた。

　ボックス席で抱き合った後、衣服の乱れを素早く直すと、アシュリーはリアンヌを強引に馬車に乗せた。クロークに預けた鞄は彼が引き取り、座席の足元に置いてある。

　霞がかかったように頭がはっきりしない。家まで送ってくれるものと思い込んでうとうとしていたリアンヌは、ふと窓から外を覗いてとまどった。

「……どこへ行くの？」

　アシュリーはちらと視線を向けただけで答えなかった。

「わたしをどうするつもり？」

　質問を変えると、今度は身体ごと向き直ってじっとリアンヌを見つめた。

「どうしようか、考えてる」

　その口調はふざけているのか真剣なのか、よくわからない。問い詰める気力などかけらも残っておらず、投げやりな気分でリアンヌは目を閉じて、くたりと座席にもたれかかった。もう、どうなってもいい……。

　馬車は郊外へ向かい、気がつけば森の中の道を疾走していた。月明かりが頭上から道を照らしている。やがて馬車は古びた城館の前で停まった。

「ここは……？」

「昔、狩猟用の別荘として使われていた離宮だ。今は俺が隠れ家にしてる」

　彼はいったいいくつの隠れ家を持っているのだろう……。片手に鞄を提げ、もう片方の手でリアンヌの手を引いて先に立つ彼の背中は、まるで知らない人のようだ。

　そう。本当は彼のことを、自分はまるでわかっていなかった。

「────クライヴ様」

　呼びかけるのではなく、独りごちるように呟くと、つないだ彼の手が一瞬こわばった。次いでギュッと握りしめてくる。彼は無言で足を速めた。

　玄関横に吊されたベル型の呼び鈴の紐を何度か引くと、しばらくして扉が開いた。出迎えた老人は驚いていたが、仮面に不審を抱いたわけではないようだ。アシュリーの外套を羽織り、仮面をつけたままのリアンヌを訝しげに窺いながら、老人は遠慮がちに尋ねた。

「こんな遅くにどうなさいました、殿下？」

「帰りそびれたので泊まっていく」

　ぶっきらぼうに応じると、彼はリアンヌの手を引いて大股に歩きだした。

「殿下、そちらの方のお部屋は……」

「必要ない。すまないが湯浴みの支度をしてくれないか。熱い湯を用意してくれるだけでいい」

「ただいますぐに」

　老人は頷き、そそくさと別方向へ立ち去った。

　こぢんまりとした館は古いがきちんと手入れされている。先ほどの老人が住み込みで管理をしているのだろう。

　連れていかれた部屋は真っ暗だったが、言われるままに入り口で待っているとアシュリーが慣れた様子で蝋燭をつけ、暖炉に火を入れた。彼は暖炉の前に椅子を持ってきて、リアンヌを座らせた。

　お互い、黙りこくったままときが過ぎてゆく。聞こえるのはパチパチと薪が爆ぜる音だけだ。

　やがて扉がノックされ、湯の用意が調ったと老人が告げた。

　アシュリーの手を借りてドレスを脱ぎ、湯に浸かる。琺瑯のバスタブには香草の束が入れられ、清々しい香りが漂った。

　あたたかなお湯で気持ちがゆるんだのか、ふいに涙が込み上げた。流れるままにぽろぽろ涙をこぼしていると、浴室のドアが叩かれた。

「そろそろ冷めてきただろう。熱い湯を足そう」

　慌てて湯を掬って涙を紛らせ、ギュッと膝を抱え込んだ。温度を確認しながら湯を足すアシュリーを見てリアンヌは目を瞠った。彼は仮面を付けていなかった。その横顔は紛れもなくクライヴだ。

　今まで凪いでいた心が突如として逆巻く。

　ばしゃんと水面をなぎ払うと、クライヴの顔に盛大に湯がかかった。

　唖然とする彼を睨んで叫ぶ。

「嘘つき！」

「嘘はついてない。おまえが勝手に勘違いしたんだ」

　ムッとした顔でクライヴが言い返す。

「勘違いしてるとわかってたくせに黙っていたのなら、嘘ついたも同然よ！」

　息を切らせるリアンヌと、顔からぽたぽたと雫を垂らしたクライヴは、つかのま激しく睨み合った。

　先に根負けしたのは今回もクライヴだった。彼は気まずそうに目を逸らし、むっつりと呟いた。

「……悪かったよ。どうしても言い出せなかったんだ。仮面の男の正体は兄上だと思い込まれてちゃ……。どう見ても俺に勝ち目はないだろ」

「勝ち負けなんかどうでもいいわよっ。大体そう思い込ませたのはクライヴ様でしょ!?　アーノルド殿下の声色をまねたりして──」

「まねてなんかいない！　ふだんより声を低くしたら、たまたま似てしまったんだ！　仕方ないだろ、腹違いとはいえ兄弟だし、体格も大体一緒だから──」

「～～～馬鹿っ」

　リアンヌは腹立ちまぎれにさらにお湯を跳ね散らかした。顔をかばいながらクライヴが怒鳴る。

「おまえだって悪いんだぞ!?　俺がいくら求婚しても全然取り合わないくせに、兄上のことは目をキラキラさせてうっとり眺めてる！　俺が仮面の男だと明かしたら絶対がっかりされるとわかってて言えるかよっ」

「どうしてがっかりするって決めつけるのよ!?　そっちのほうががっかりだわっ。わたしのこと全然信用してないじゃないのーっ」

　やぶれかぶれに絶叫するとクライヴは呆気にとられたようにリアンヌを見た。ぽたぽたと雫が顔から滴ってバスタブに落ちる。

「……なんでそうなるんだ？」

「そっちこそ、なんでわかんないのよ!?　馬鹿！　もうっ、出てってよ！」

　めちゃくちゃにお湯を跳ねかけると、クライヴは腑に落ちない顔でしぶしぶ退散した。リアンヌは顎まで湯に浸かり、しばし心の中で悪口雑言をわめきちらした。

　とはいえ、そういつまでも浴室に閉じこもってはいられない。用意されたタオルで身体を拭き、クライヴのものらしい大きな寝間着を身につけて気まずさをこらえて出ていくと、部屋は無人だった。水差しとコップの置かれたテーブルに、小さな紙切れがある。

『ベッドを使え。俺は別の部屋で寝る』

　走り書きを睨みつけ、盛大に鼻息をつく。

「意気地なし！」

　紙切れを丸めて放り投げると、リアンヌは整えられたベッドにドサッと身を投げた。

　枕を抱え込み、ぽつりと呟く。

「……わたしが悪かったわけ？」

　彼の言うとおりなのかもしれない。勝手に勘違いして、勝手にアーノルド王子に憧れて──。

　そのせいで、クライヴを傷つけてしまったのか。

　彼の求婚を本気にしなかったのは確かだ。でもそれは、兄王子に比べて見劣りするとか、そんなことではけっしてない。クライヴはそう思い込んでいるようだけど。

　王族でありながら──あるいはそれゆえにと言うべきか──クライヴは身分というものをほとんど気にしない。だからピンと来ないのかもしれないが、ハートフィールド王国は昔から身分にうるさかった。

　結婚に関してはことのほか保守的で、未だに王族の結婚相手は伯爵以上の上流貴族と相場が決まっている。

　リアンヌの家は子爵だが、貴族としての体面を保つのが精一杯。領地だって上流貴族に比べたら猫の額でしかない。

　そんな小貴族の娘が王子と結婚できるわけがないではないか。クライヴが一介の王子だって無理なのに、王太子となれば絶望的に不可能だ。その辺のことがクライヴはまるでわかっていない。本気で願えば好きな相手と結婚できると思っている。

　だからリアンヌは彼に求婚されるたびイラッとして、どうかするとひどくつっけんどんな態度を取ってしまうのだった。

（そうよ、悪いのはクライヴ様のほうだわ）

　胸の内で断固たる宣言をしてみたものの、いつまでも気分はスッキリしなかった。
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　翌朝、リアンヌは日が高くなってから目覚めた。悶々としてなかなか眠れず、鳥のさえずりが聞こえる頃になってようやく眠りに落ちたのだ。

　リアンヌを起こしたのは十四、五歳の少女だった。この離宮を管理している老人の孫だという。

「殿下は王宮へ戻られました。お嬢様はどうなさいますか？」

「どうって？」

「ご実家へ行かれるなら馬車を用意いたしますが」

「……帰っていいの？」

「もちろんです」

　なんの屈託もなく、こっくりと少女は頷いた。

「王宮へ戻りたいと言ったら……？」

「そのように手配いたします。お嬢様の希望どおり取り計うようにとのお言いつけですので」

　しばし考え、リアンヌは尋ねた。

「クライヴ様は、こちらへはよく来られるの？」

「月に二、三度いらっしゃいます。お泊まりになっても、必ず夜明け前には出ていかれますが」

「起こすの、大変じゃない？」

「いつもご自分で起きられますよ？」

　不思議そうに少女は答えた。

　朝食をお持ちしますね、と少女が出ていき、リアンヌは憤然としながら着替えた。

（何よ、やっぱり自力で起きられるんじゃないのっ）

　今まで懸命に叩き起こしていたのはなんだったのか。無性に腹が立つ。

　朝食を済ませるとリアンヌはしばらくここにいると告げた。少女は迷惑そうな顔もせず、ではお部屋を用意しますと淡々と応じた。リアンヌのことをどう思っているのかはわからないが、態度は丁重だ。

　ふと思い出してダリルあてに手紙を書いた。休暇の延長願だ。無断欠勤すれば実家に問い合わせが行き、嘘がバレてしまう。

　しかし……考えてみるとどうも彼自身も怪しい。いつかの居酒屋では、席を外している間にダリルとアシュリーが入れ替わっていた。責任感の強い団長が勝手に帰ってしまうとは思えないので、ダリルは『アシュリー』の正体を知っていたに違いない。

　酔っぱらっていて考えつかなかったが、あのときの経緯については一度きっちり確かめておかなければ。










　クライヴが現れたのは夜も更けてからだった。リアンヌはとうに夕食と湯浴みを済ませ、新たに用意された居室のベッドで本を読んでいた。書斎にあった本を物色して持ってきたのだ。

　適当に選んだ荒唐無稽な騎士道物語だったが意外とおもしろい。夢中になって読みふけっているとノックもなしにいきなり扉が開き、クライヴが憤然と入ってきた。

「──ここで何をしている!?」

　リアンヌは肩をすくめた。

「見ればわかるでしょ。本を読んでます」

「そうじゃなく……！　なんで帰ってないんだよ!?」

「帰るよう命じられておりませんので。管理人の老人とその孫娘には、何事もわたしの希望どおり取り計らうようお命じになったそうですね？　よって好きなようにさせていただきました」

「居座るつもりか!?」

「とーんでもない。ただ、殿下のご尊顔も拝せず帰ったのでは逃げ出すようで不本意なものですから。殿下はいつもお逃げになってばかりですけど」

　にっこり、と厭味たらしく笑ってみせるとクライヴの頬がひくりと引き攣った。リアンヌが彼を『殿下』と敬称のみで呼ぶときは、尋常でなく腹を立てているのである。

　彼はゴクリと唾を呑み、空々しく言い返した。

「俺がいつ逃げたって？」

「いつでも、です」

　一瞬の躊躇もなく断言されて、たちまち空威張りはひしゃげてしまう。

「そ、そこまできっぱり言われると……さすがに凹む……」

「本当のことですから」

　容赦ない追い打ちに、彼はベッドの柱に手を突いてがっくりとうなだれた。

「酔ったところにつけ込んだのは、本当に悪かったと思ってる。すまん」

「それはもういいんです。殿下に酔わされたわけではありませんから。ヤケ酒を呷って隙を作ったのは自分です。ただ……素面に戻ったら打ち明けてくれてもよかったのに、とは思いますけどね」

「合わせる顔があるかよ。リアンヌは『アシュリー』は兄上だと思い込んでただろ。目が覚めて隣に俺がいたら、絶対がっかりされる。失望を通り越して絶望されそうで……。そんな顔は見たくなかった」

　ゴンと柱に額を打ちつけ、クライヴは瀕死状態みたいに弱々しく呟いた。

「ヘタレ、ですね」

「……」

　一刀両断されたクライヴはもはや答える気力もなくして無言で支柱にすがりついた。リアンヌはしみじみと溜め息をついた。

「どうしてこんなヘタレを好きになってしまったのでしょう？　我ながら謎すぎます」

「……。…………!?」

　ガバッと顔を起こしたクライヴは、信じられないものでも見るようにまじまじとリアンヌを凝視した。頬が熱くなり、ぷいと顔を背ける。

「アーノルド殿下のことを遠くから想っていられたら、ずっと楽だったのに」

「ちょ……ちょっと待て！　おまえはどっちが好きなんだ!?　俺か？　兄上か!?」

「どちらでもありません。わたしが好きだったのは『アシュリー』なんですから。正確に言えば、名前さえわからない仮面の剣士。わたしの危機に颯爽と現れ、バッタバッタと悪人をなぎ倒し、迷える少女に人生の指針を与えてくれた高潔なる英雄──」

「おまえは騎士道物語の読みすぎだ……」

「まさしくそのとおり」

　皮肉ったつもりが生真面目に頷かれ、クライヴは目を丸くした。

「わたしが恋していたのは過度に美化し、理想化された『彼』だったんです。そんなありもしない幻影にアーノルド殿下を重ねていた。声が似ているだけでなく、アーノルド殿下はどこからどう見ても完璧でした。まさしく『理想の王子様』だったんです」

「……そうだよ、兄上は完璧だ。俺なんか、とても敵わない」

　悔しそうに、だが憧れと感嘆をもにじませた声音でクライヴが呟く。

「昔から兄上は優秀だった。学問でも武芸でも。しかも美形で品行方正。リアンヌの大好きな騎士道物語の主人公が本から飛び出してきたみたいに……。だから、おまえが兄上に惚れる気持ちはよくわかる」

「惚れてません。憧れてたんです」

「同じだろ？」

　首を傾げるクライヴに、はーっとリアンヌは溜め息をついた。

「全然違いますって……。たぶんクライヴ様がアーノルド殿下に憧れる気持ちと、そう変わらないと思いますよ。というか、そうなんだろうなって気付きました。やっと」

　クライヴはますます訝しそうに眉をひそめる。

「騎士として憧れてたってことか？」

「王立騎士団員として、お仕えできることが誇らしかったんです。女としての憧れが全然なかったとは言いませんけど」

「俺は仕えるに値しない……ってわけだな」

「そうは言ってませんよ！　もうっ、すぐ僻むんだから。クライヴ様だって身近にすごい美女がいたら憧れるでしょ」

「そんなすごい美女は見たことないな……」

　真顔で首をひねるクライヴにリアンヌは呆れた。

「クライヴ様がアーノルド殿下に敵わなくたって、そんなことはどうでもいいんですよ。敵うとも思ってません」

「はっきり言うなぁ」

　苦笑されてリアンヌは顔を赤くした。

「すみません。でも本当です。クライヴ様にはアーノルド殿下とは違う良さがあるんですから」

「たとえば？」

「えっ？　えぇと……。き、気軽に話しかけられますよね！　取っ付きやすいというか」

「身構えずに話しかけてくるのは、家族とダリルを除けばおまえくらいなもんだが」

「そうでしたっけ!?」

　全然気がつかなかった。わたしって思ってたより鈍いのかも……とショックを受けていると、苦笑したクライヴがベッドの端に腰掛けた。

「俺にはそれが嬉しかった。おまえが普通に話しかけてくるのが、さ。扱いにくい奴だと自分から周囲に思わせておいて、勝手なもんだが」

　眉をひそめると、クライヴは気まずそうに目を逸らしてしまう。

「……ひょっとして、わざわざダメ王子を演じてたんですか？」

「別に演じちゃいない。どうせ兄上には敵わないんだ、無駄に張り合ったりせず素直に負けを認めただけさ」

「そんなのやってみなきゃわかんないじゃないですかっ……。！　わざとですね!?　わざと、故意に、あえて、張り合わなかった。そうなんでしょ!?」

「なんでそんなことするんだよ」

「そうですよ！　どうしてですかっ」

　絶句したクライヴは頭をがりがり掻いて嘆息した。

「……俺が子どもの頃、張り合ってたんだよ。俺と兄上じゃなく、周りの奴らが」

　重い口調で語られたのは、リアンヌの想像とはまったく異なるものだった。

　クライヴの生母、マイラ王妃は、まだ彼が物心つかぬうちに世を去った。アーノルドの母である側妃のシャノンは、なさぬ仲の王子にも優しく接し、異母兄弟は仲良く育った。

「あの日々が、ずっと続けばよかった……。今でもたびたびそう思う」

　クライヴは苦しげな声音を絞り出すかのように述懐する。

　シャノン妃が生きていれば、第一王子であるアーノルドが順当に王太子となっただろう。流浪の旅芸人だったとは思えない気品がシャノン妃にはあり、夫であるハドリー王に忠実に尽くしていた。

　一方、大貴族出身のマイラ王妃は我が強く、権高だった。シャノンが側妃のくせに自分より先に身ごもったことも許せなかったのだろう。

　分をわきまえてけっして出しゃばらないシャノン妃は、王宮での評判も上々だった。息子のアーノルドのデキがよいことも有利に働いた。跡継ぎ問題に関する彼女の考えはもはや知りようもないが、クライヴの記憶では兄弟の敵対心を煽るような言動は一切なかった。

　当然、兄が王位を継ぐものとクライヴは考え、それを不満に感じたこともない。腹違いとはいえ兄弟だし、兄が優秀な人物であることは日々親しく接していただけに肌身で感じていたのだ。

　ところがクライヴが十歳、アーノルドが十二歳のときにシャノン妃が急な病で亡くなり、にわかに雲行きが怪しくなった。

　マイラ王妃を支持していた人々はクライヴがシャノン妃と親しくすることに反感を抱いていたが、家族は仲良くと望む国王の意向で口出しできずにいた。

　シャノン妃が亡くなると、彼らはさっそくクライヴを正式な王太子として立てるよう国王に強く進言し始めた。

「……それで、アーノルド殿下とぎくしゃくしてしまったのですか？」

　リアンヌの問いに、クライヴは顔をしかめた。

「それもなくはないが……兄上自身が急によそよそしくなったんだ。俺の母親側の奴らに何か言われたに違いない。俺もやたらと聞かされたよ。シャノン妃はどこの馬の骨とも知れぬ卑しい旅芸人なのだから、兄上にハートフィールドの王位を継ぐ権利などない……とかなんとか。旅芸人の何が悪い？　シャノン妃は綺麗で優しくて、すごくいい人だったぞ。俺はシャノン妃が大好きだった。本当の母上のように慕ってたんだ」

　憤慨するクライヴを、リアンヌはいたわりを込めて見つめた。彼のそういう分け隔てしないところがすごく好きだ。しかし、やたらとプライドの高い大貴族には、その公平さはむしろ異常に思えただろう。

　クライヴは敬愛する異母兄を貶める人々に激しい嫌悪と怒りを抱いた。それまでは大好きな兄に少しでも近づきたい、見習いたい、と学問にも武芸にも励んでいたが、自分を王太子に推す人々にその成果を利用されることが我慢ならなかった。だから、あえてどうしようもないぐうたら者を装うことにしたのだ。

　思惑どおりアーノルドの評価は急上昇した。クライヴを立てることで権力を得ようとしていた者たちは、さっさと見限って離れていったが、頑固な忠義者もけっこういた。クライヴは心を鬼にして彼らを追い払い、孤立を選ぶ一方で、生来のまじめさゆえただのらくらしていることもできなかった。市井の情報を集めれば兄の役に立てるのでは……と思いつき、変装して城下の街を探り始めた。

　それを助けてくれたのが王立騎士団長のダリルだ。クライヴは彼に剣術を習っており、本音を打ち明けられる唯一の人物でもあった。

「やっぱり……！　団長はクライヴ様とグルだったんですねっ」

「いや、グルなんて言ったらダリルに悪い。力を貸してくれたんだ」

　焦って言い訳するクライヴを、リアンヌは眉を吊り上げて睨みつけた。

「知ってて黙ってたんならグルですよ」

「ダリルは反対したんだよ。そんな理由で遠慮するのは逃げるのと一緒だと」

「まったくです！　さすが団長、クライヴ様のへそ曲がりに唯々諾々と従ったわけじゃないんですね！」

「……おまえ、本当に歯に衣着せぬ奴だな」

「事実を述べたまでです」

　きっぱり言われてクライヴは肩をすくめた。

「俺は身の程をわきまえてるんだよ。絶対、兄上のほうが国王に向いてるって」

「そうかもしれませんが、何も兄君を立てるためにわざわざ不良化することないじゃないですか！　もう、わけわかりません。クライヴ様も王族なのだから、期待される務めを果たさなくては──」

「極端なほうが兄上の優秀さが際立つじゃないか。しかしリアンヌの言うことももっともだ。ダリルにもそう言われた。兄上に万が一のことがあれば──あってほしくなどないが──跡を継ぐのは俺しかいない、と。そう言われれば確かにそうだよなぁ」

「そうですよっ」

「だから、陰でこっそり勉強したし、武芸の稽古も怠らなかった。ぐうたらしてると意外とストレスが溜まるんだよな～。おかげでいい発散になった」

　リアンヌは眉間を摘んで嘆息した。

「それで仮面をつけて街をうろついてたんですか……」

「顔を知ってる奴に出くわさないとも限らないだろ。それに、気取った上流階級に案外本物のロクデナシがいたりするんだぞ？　そういう奴らは証拠を押さえ、ダリルを通じて王室審問に回してやった。そのせいか、俺──というか仮面の男は騎士団長の密偵だと思われてるらしいな」

「そういえば……アシュリーってどこから出てきた名前なんですか？」

「大叔父の名前だ。昔、ずいぶんとかわいがってくれた。もう亡くなってるから差し支えないだろうと。名を訊かれて咄嗟に思いついて」

「えっ、じゃああのときまで名無しだったんですか？」

「別に必要なかったからな」

　あっさり答えるクライヴを呆れ半分に眺め、リアンヌは眉を垂れてふぅと嘆息した。

「……ますますわからなくなりました。わたしが見ていたクライヴ様は……少しはわかってるつもりでいたクライヴ様は、ただの幻だった。仮面の人も、自分で勝手に作り上げた幻影。わたしはいったい誰を見ていたのでしょう？　誰のことが、わたしは好きだったのでしょう。この気持ちそのものが、幻なんでしょうか……」

「リアンヌの知ってる俺が、本当の俺に近いんじゃないか？　寝起きが最悪で、冬眠明けの熊みたいにボーッとしてる奴」

　ぶ、と思わず噴き出してしまい、慌てて口を押さえる。

「わ、わたし口に出して言いました!?」

「しょっちゅうぶつぶつ愚痴ってたぞ」

「ぅ……。で、でもっ、あれもその振りしてただけなんでしょ!?　クライヴ様、実はちゃんと起きられるじゃないですかっ」

「最初は振りじゃないことが多かったんだよ。人が見てないところで勉強や稽古をしたり、城下町を見回ったりして、夜明け近くにベッドに入ってやっと寝ついたところを起こされたら、なかなか目が覚めなくて当然だろ。不機嫌にもなるさ。俺は聖人君子じゃないんでね」

「起きられるときはちゃんと起きてくれたって……」

「楽しかったんだよ。リアンヌが張り切って盛大に叩き起こしてくれるのが。何がなんでも起こすぞー！　って気合入れて。朝っぱらから一生懸命でさ。笑っちゃうくらいまじめな奴だなぁ、って」

　微笑んで覗き込まれ、リアンヌは顔を赤くした。

「そりゃ一生懸命にもなりますよ。起こすのだって大事なお役目なんですから」

「そういう融通の利かないとこが、なんか知らんけど好きなんだよな」

「融通が利かないというのは、普通欠点だと思いますけど」

「裏を返せばまじめってことだろ？」

　どっちが裏なのか……と真剣にリアンヌは考え込んだ。その様子にクライヴが楽しげに笑う。

「融通が利かなくて、思い込みが激しいのは初めて会ったときから変わらないな」

「そういう性分なんですよっ」

「うん。おもしろい子だと思った。だから王立騎士団の公募試験について教えたんだ。この子が騎士団に入ってきたら、ギスギスした王宮生活にも少しは潤いが生まれるかと」

　感慨深くなってリアンヌは呟いた。

「公募のことを教わらなかったら、どうなっていたんでしょうね、わたし……」

「おとなしく両親の言いつけに従った、とも思えないが」

「そうですよね。──ああ、そうだわ。好きな人がいるって言い張ったんじゃないかしら。結婚の約束をしたとかなんとか。だってほら、指輪を預かってましたから。うまくわたしのポケットに入ってよかったですよね」

　皮紐で首から提げた指輪を引っ張りだすと、クライヴは曖昧に苦笑した。

「落としたわけじゃないんだが……」

「えっ、そうなんですか!?」

「目印みたいなもんか。どこかでまた会ったときにわかるように。指輪に気付いて持っていてくれれば、だが」

「か、顔見ればわかるじゃないですか。家まで送ってくれたんだから、素性だって……。わたし、ちゃんと名乗ったと思いますけど」

「うん、確かにバロー子爵の次女だと後で確かめた。しかし大人になったら見違えて、わからなくなるかもしれないだろう？　本当に騎士団に入ってくるかどうかも、あの時点では不明だった。一種の賭けだったのかもな」

「賭け……ですか？」

「また会えたら、きっと運命の相手なんだろうと」

　真剣な声音に、カーッと頬が熱くなる。クライヴはリアンヌの手をそっと握った。

「本当にまた会えた。騎士団の調練で見かけて、驚いたよ。軽い気持ちで言っただけの俺の言葉を真に受けて、公募試験を突破してきたんだと……。これはもう運命に違いないって確信した」

「ク、クライヴ様って意外とロマンチストだったんですね……」

「なんだよ、おまえはひとつも運命を感じなかったのか？」

「いえ、運命の出会いだとは思いましたが、クライヴ様の仰る『運命』とは、たぶんニュアンスが異なるのではないかと……」

「おまえ鈍いからなぁ」

　リアンヌは赤面して言い返した。

「言われなくてもわかってますよっ。し、仕方ないじゃないですか。高潔な騎士に憧れてたんですから」

「おまえの場合、自分がそうなりたいってんだから変わってるよ」

「だから言われなくてもわかってますって……。でも！　この指輪が大事なものだってことはクライヴ様にも言いましたよね!?　お守りにしてるって」

「祖母の形見だって嘘ついただろ」

　うっ、とリアンヌは詰まった。

「そ、それは……。本当のことを言ったら説明することが多すぎて、ややこしくなるので……。嘘も方便って言うじゃないですか」

「おかげでよけいにややこしくなった。あのときおまえが打ち明けてくれれば、俺もすぐに本当のことを言えたのに」

「クライヴ様から言ってくれたっていいでしょう!?　大体あの頃はクライヴ様にお仕えしてまだ間もなくて──」

「信用できなかった？」

「まだ人となりが掴めてなかったんですよ！　当時は本当にぐうたらな不良王子だと思ってたし……。そう思わせたのはクライヴ様じゃないですかっ」

　責められて、今度はクライヴがたじたじとなる。

「すまん、俺が悪かった」

「そ、そんなすぐ謝っちゃだめですよ！　王太子になったんだから、これまでとは公人としての言葉の重みが全然──」

「おまえと駆け引きする気はない」

　微塵の迷いもなくクライヴは言い切る。

　そうだった。彼はずっと、愚直なくらいまっすぐに想いを告げていたのだ。それを冗談と決めつけて適当にあしらっていたのは自分のほうだ。

「……すみません。まさかクライヴ様が本気だとは、とても考えられなくて」

「今なら信じてくれるよな？」

　懇願するような口ぶりに、頬を染めてこくりと頷く。

「信じます……けど」

「けど？」

「やっぱり、その、難しいのではないでしょうか……？」

「俺が気にしてるのはおまえの気持ちだけだ。リアンヌが俺を好きでいてくれるなら、後のことは全力でどうにかする。俺はリアンヌが好きだ。ずっと側にいてほしいから、結婚したい。リアンヌは？」

「え……。えぇと……。クライヴ様が、好き……です。ずっとお側にいたいと……思います」

　テレテレしながらどうにか口にする。クライヴは『よし』と重々しく頷いた。

「あの、でも現実問題として、どうなさるおつもりですか……？」

　おそるおそる尋ねると彼は顔をしかめた。

「実際、そこなんだよな。既成事実は作ったからいいとして」

「よくはありませんッ」

「すまん」

　間髪入れずに謝られ、リアンヌは顔を赤らめた。

「いえ……」

「子どもができたと言えば認めてもらえるとは思うんだが……リアンヌの名誉を傷つけるようなまねはしたくない。それは本当ににっちもさっちも行かなくなったときの最終手段だ」

　妊娠が発覚してから結婚するというのは、現実にはありふれているにしても、けっして体裁のいいものではない。

　不思議なことに両方とも上流貴族であればわりと寛容に扱われるのだが、どちらか一方でも下級貴族だと手厳しく批判されるのだ。特に女性のほうの身分が低い場合にその傾向は顕著で、たとえ愛し合っていて結婚しても、長期にわたってネチネチと陰口を叩かれることを覚悟しなければならない。

　要するに、子どもを楯に上流貴族社会に入り込んだ身の程知らずの成り上がり者──と見做されてしまうのだ。

　リアンヌもそう見做されるのは確実だ。だからクライヴが結婚だけでなく、その後のリアンヌの立場まで考えてくれていることに、すごく嬉しくなった。

「先手を打つつもりで舞踏会で結婚宣言したんだが、なかったことにされてしまったしなぁ」

「あ。なかったことと言えば。──アーノルド殿下とナディーン姫の婚約はどうなったんですか？　クライヴ様とナディーン姫を結婚させろと、お付きの貴族たちが騒いでいると聞きましたけど」

「いちゃもんを付けられてるのは本当だが、聞き入れるつもりはないと父上ははっきり仰った。最初からナディーン姫は兄上の花嫁として迎えたのだし、ナディーン姫自身も納得している、と。それに、姫は本当に兄上が好きなんだ。俺にもはっきりそう言ったよ」

「わかります。国王陛下がクライヴ様を王太子にすると発表されたときも、ナディーン姫はクライヴ様には目もくれず、アーノルド殿下のことだけを心配そうに見つめていましたもの」

「そう……。心配なのは兄上なんだよな」

　クライヴのもの思わしげな顔に、リアンヌは眉をひそめた。

「アーノルド殿下がどうかなさったのですか？　王太子の件は、もう吹っ切れたと仰っていましたが」

「俺にもそう言って、淡々と引き継ぎをしてる。ゴネてるのはむしろ俺のほうだ」

「まだゴネてるんですか」

　呆れたリアンヌは、クライヴが妙に真剣な顔をしていることに気付いた。

「……もしかして、またわざと？」

「ちょっと気になることがあってな」

「なんですか、教えてくださいよ」

　クライヴは渋っていたが、何度も頼むと根負けしたように話しだした。

「ヒースコートの貴族たちに妙な動きがある」

「ナディーン姫に付き添ってきた貴族たちが、姫の婚約相手をクライヴ様に変えろって言ってること……ではなく？」

「それは父上が強硬に突っぱねたら諦めて言わなくなった。あくまで主張を変えないなら二国間の縁組自体を解消する、と宣告したんだ」

「政略結婚だけは、なんとしてもなし遂げたいわけですね」

「らしいな。ナディーン姫にとってはよかったと思うよ。……でも何か変なんだよな。兄上のところにヒースコートの元貴族が密かに出入りしてる」

「元貴族？」

「旧体制で貴族だった者たちだ。ほら、三十年くらい前にヒースコートで政変があっただろう？　そのとき新体制に反発する貴族の大部分が他国へ逃れた。最も人数が多いのはハートフィールドへ亡命してきた者たちだ。そいつらが、このところ足しげく兄上の元へ通ってる」

「クライヴ様のところへは？」

「王太子宣言されてから一度だけ挨拶に来たよ。邪険に追い返したから悪印象を持ったと思うぞ」

　してやったりとほくそ笑むクライヴに、リアンヌは肩を落とした。

「もうそういうのやめません？」

「奴らの本音が知りたいんだよ。何を企んでいるのか」

「国を追われた旧貴族が企むことといったら、まず第一に自分たちの復権では？」

「それはそうなんだが、なんで兄上に接近する？　兄上は正式に後継者から外されたし、婚約者は新体制の王女だ。奴らにとっては敵じゃないか」

　確かに腑に落ちない。

　ふたりして首をひねっていると、寝室の扉が遠慮がちに叩かれた。

「──殿下、お休みのところ失礼いたします」

　管理人の老人の声だ。

「なんだ？」

「お客様がいらしております。ぜひともお目にかかりたいと」

「客？　こんな時間に？」

　すでに時刻は真夜中近い。

「誰だ、いったい」

「それが──。あっ!?　お、お待ちを。ここは──」

　慌てた声がしたかと思うと、いきなり扉が開いて誰かが駆け込んできた。クライヴは咄嗟に剣に手を伸ばしたが、リアンヌが条件反射で徒手空拳にもかかわらず彼の前に踊り出たので、慌てて背後に押しやる。

「クライヴ殿下！　アーノルド様を止めてください！」

　いきなり絶叫した女に、クライヴとリアンヌは揃って唖然とした。

　青ざめた顔をこわばらせ、すっかり取り乱した様子の女性──。それは話題に上がったばかりのナディーン姫だったのだ。
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　夜明け前の古い離宮は、しんと静まり返っていた。

「──待ってたよ、兄上」

　暗闇の中で声が響き、ぼんやりとした灯に室内が浮かび上がった。小さな丸テーブルの上に、ランタンがひとつ載っている。

　かけていた覆いを取り除いたクライヴは、同じようなランタンを手に凝然と立ち尽くす兄王子に、暗鬱な視線を向けた。

　石のように無感動な瞳で見返され、クライヴは小さく吐息を洩らした。

「……大して驚いてないみたいだな」

「立ち聞きされた気はしていた。おまえに知らせたのはナディーン姫だろう？」

「俺を殺すとヒースコートの旧貴族たちに言うのを聞いたって、ひどく動転してた。……本気か？」

「そんなこと、冗談で言えると思うか」

「王太子になるために？」

「違う。おまえが嫌いなんだ」

　淡々と言われてクライヴは絶句した。アーノルドは薄い笑みを浮かべ、マントルピースの上にランタンを置いて軽くもたれた。

「俺は昔からおまえのことが嫌いだったよ」

「嘘だ」

「本当さ。仲良くしろと母上に言われて仕方なく従っていただけ。本当は、目障りで鬱陶しくて大嫌いだった。おまえなんかいなければいいのにと思っていた。おまえさえいなければ、俺と母上と父上の三人で、問題なんて何も起こらなかったんだ」

　感情のこもらない、どこまでも淡々とした声音。かえって恐ろしいほどの真実味が伝わってくる。

「……そうだな。確かに俺がいなければ跡継ぎ問題など起こり得なかった。だけど俺は、次期国王にふさわしいのは兄上だと思っていたし、今でもそう思って──」

「おまえがどう『思う』かなんて関係ない！」

　いきなりアーノルドは怒鳴った。唇がねじれ、笑いとも苦悶ともつかぬ、ひび割れた表情になる。

「俺は、おまえのそういうところが何より嫌いなんだ！　生まれ持ったものにどれほど価値があるかも、喉から手が出るほどそれを欲している者がいることも知らず……あっさり手放そうとする。そういう無頓着さには、まったく反吐が出る……っ」

　クライヴの頼りなく混乱した顔に、ますますアーノルドは嫌悪の表情を深めた。

「おまえに哀れをかけられるなんて、願い下げだ」

「哀れんでなんか……っ。俺は兄上を尊敬してる。兄上はすべての点で俺よりずっと優秀だから、次の国王には絶対兄上がなるべきだと──」

「そうやっておまえは、正当な継承権さえあっさりと差し出してしまうんだ。わざわざ自分を貶めてまで。……わからないか？　その余裕っぷりこそが厭でたまらないということが」

　クライヴは眦を吊り上げて怒鳴り返した。

「わかんねぇよ！　余裕ってなんだよ!?　俺は必死に──」

「必死にぐうたらを装った。自分で自分の価値をわざわざ下げておきながら、それでも卑屈になることはけっしてなく……。飄々と、自由気ままに振る舞って、屈託なく笑ってる。俺が、父上に気に入られよう、重臣たちに認められようと懸命に努力しているのに。おまえはそんなもの気にも留めない。そして父上は、見限るどころか、いつもおまえのことを気にかけておられた。──結局、悪ぶったところで毛並みのよさを失わないおまえに王位を継がせることにしたんだ。努力なんて……するだけ無駄だった」

　アーノルドの形相はさらにゆがみ、すさまじい泣き笑いのようになる。

「──クライヴ。おまえが変に気を回して遠慮などしなければ、俺はもっと自由でいられたんだ。なんの期待もせず、平穏な気持ちでいられたはず。父上の望みどおり、淡々とおまえを支えることだってできただろう。おまえの無邪気な善意は……俺にとって、どうしようもない重荷でしかなかったんだよ。これ以上、とても担いではいられない。もう下ろしたいんだ。そのために……おまえには死んでもらわなければならない」

　アーノルドは剣を抜き、まっすぐに切っ先を弟に向けた。クライヴは椅子に座ったまま、じっと兄を見つめた。

「……俺が死ねば、その重荷を下ろせるのか？」

「少なくとも自分を納得させられる。他に跡継ぎがいないのだから仕方がない、これは不可抗力なのだ……と」

「それで兄上の気が済むなら──」

「だめです！」

　隣室へ続く扉がバンと開き、憤然たる面持ちのリアンヌが飛び出してきた。王立騎士団の制服をきっちり着込み、クライヴを背後にかばって剣の柄を掴んで身構える。クライヴはムッとした顔でリアンヌを睨んだ。

「呼ぶまで出てくるなって言っただろうが！」

「御身をお守りすることがわたしの務めです」

　振り向きもせず決然と言い返すと、アーノルドが皮肉っぽく笑った。

「本気で彼女と結婚するつもりか？　尻に敷かれるのは必定だぞ」

「いいんだよ、それくらいのほうが平和で。──リアンヌ、剣を抜くな。王族に対して意味もなく抜剣すれば裁判沙汰だぞ」

「意味はあります！　アーノルド殿下は王太子であるクライヴ様に向かって抜剣しています」

「ただの兄弟喧嘩じゃないか。そう目くじら立てるなって。俺はまだ正式に立太子してないから──」

「は！　この期に及んでまだ俺を立てるつもりか？　甘ちゃんめ、そんなことで国を率いていけると思うか」

「難しいだろうな、俺ひとりでは。……でも、俺はひとりじゃないんだ。寝ぼけていれば容赦なく叩き起こしてくれる頼もしい女騎士がついてるんでね」

「……アーノルド様」

　かぼそい声に、彼はハッと振り向いた。戸口にすがりつくように、ヒースコートの王女が立っている。

「ナディーン……」

「ごめんなさい。わたくし、アーノルド様に……弟君を自ら手にかけるような、そんな恐ろしいことをしてほしくなかったのです。どうか、剣を収めてください。アーノルド様はお優しい方です。わたくしにはわかります」

「俺だってわかってるよ」

　クライヴは憮然と呟き、止めようとするリアンヌを押し退けて前に出ると、兄に手を差し出した。

「喧嘩は素手でやらないか。兄弟喧嘩に剣なんて物騒すぎるだろ」

　黙りこくっていたアーノルドは肩をすくめると剣を鞘に戻した。リアンヌは警戒を解かずに固い声で要求した。

「殿下。ご無礼とは存じますが、念のため武装解除させていただきます」

　アーノルドは反発することもなく、あっさり剣帯のベルトを外した。剣を受け取りながらリアンヌはふと思った。ひょっとしてアーノルドは本気で殺意を抱いていたわけではなかったのでは……？　口では殺すと言いながら、本当に彼が殺したかったのは長年の胸のわだかまり……だったのかも。

　その推測を裏付けるかのように、彼は一言一言をやけに強調しながら告げた。

「──もう一度、はっきり言っておく。クライヴ。俺は本当に、おまえが、大っ嫌いだ」

「俺は兄上が大好きだよ。誰より尊敬してる」

　怯みもせずにきっぱり返すと、アーノルドは天を仰いで嘆息した。

「救いようのない甘ちゃんだな……。つくづくうんざりだ。おまえなんか、もうどうでもいい。その代わり、一発殴らせろ」

「うん、いいよ」

　クライヴが応じるや否や、渾身の一撃が炸裂した。

「いっ……てぇ……！」

　半回転して床にひっくり返ったクライヴが頬を押さえて呻く。アーノルドは顔をしかめつつ拳を振って、ふっと笑った。

「ああ、いい気分だ。スッキリした。一度おまえを思いっきりぶん殴ってみたかったんだ」

「気が済んでよかった、よ……。うっ、いてて……」

　リアンヌは焦って双方を交互に見た。ここは警護役として報復すべき……!?

　だが、ふたりとも痛そうでもどこか晴れ晴れした顔つきだ。やはりおろおろと見守っていたナディーン姫と目が合うと、彼女はホッとしたように、はにかんだ笑みを浮かべた。

　微笑み返したリアンヌの目に、差し出された兄の手を取って起き上がるクライヴの姿が映った。
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　翌日。クライヴとアーノルドは連れ立って国王と面会し、前日の出来事を洗いざらい打ち明けた。リアンヌとナディーンも証人として同席する。クライヴは内密に収めたがったが、アーノルドが強く望んだため、しぶしぶ従ったのだ。

　話を聞いた国王は、当然ながら大きな衝撃を受け、息子ふたりを交互に眺めてしばし絶句した。

「……すまぬ。アーノルドよ、おまえにそのような期待を持たせたのは私の落ち度だ」

　アーノルドは目を瞠り、苦笑してかぶりを振った。

「クライヴの率直すぎるところは、父上に似たようですね」

　兄の言葉にクライヴが憮然と口端を下げる。病で面やつれした国王の顔は苦悶でいっそう翳った。

「だからこそ、思慮深く慎重なおまえに甘えていたのかもしれないな……。昔からクライヴはおまえを慕い、おまえの言葉にだけは素直に従っていた。軽はずみなクライヴが国王となっても、おまえが側に付いていてくれれば安心だ、と」

「父上に似たんですよ、軽はずみで考えなしのところはね」

　クライヴが口を挟むとアーノルドが言い返した。

「私は考えなしとまでは言ってないぞ。危なっかしいのは確かだが」

　謹厳に眉をひそめる兄を、クライヴはじろりと睨んだ。

「兄上。俺にはどうしても解せないんだ。慎重で思慮深い兄上が、王太子になりたいがゆえに自ら手を下そうとするなんて……。兄上なら思いどおりに俺を操るくらい造作もないはず」

　アーノルドは肩をすくめた。

「おまえは私を買いかぶりすぎだし、自分を卑下しすぎだ」

「ヒースコートの旧貴族に焚きつけられたっていうのもわけわからん。兄上をハートフィールドの国王にして、奴らになんの得がある？　ナディーン姫は新体制の王女で、奴らにすれば不倶戴天の敵じゃないか」

　名前を出されたナディーンは一瞬たじろぎ、決意のまなざしをアーノルドに向ける。

「そのことは、わたくしも不思議に思っていました。理由を聞かせていただけませんか」

　アーノルドが迷い顔で逡巡していると、黙り込んでいた国王が慎重に切り出した。

「もしや、おまえの母親のことではないか？」

　ハッとしたアーノルドは驚愕の目で父王を凝視した。

「……ご存じだったんですか……!?」

「知らぬわけがなかろう。だからこそ、側妃とはいえ正式に妃として迎えたのだ」

「──あのさ。悪いけど、俺にもわかるように話してくれない？」

　置き去りにされたクライヴが、ぶっきらぼうに要請する。リアンヌも同様の気持ちだ。ナディーン姫もとまどった顔で頷いた。

　国王は我に返って咳払いした。

「ああ、すまぬ。亡命貴族たちがアーノルドに接近したことには、むろん理由がある。シャノン──アーノルドの母親は、旧体制の最後の王女だったのだ」

　えっ……と小さな声を洩らしたのはナディーン姫だ。クライヴとリアンヌは呆気にとられてアーノルドを見つめた。

「シャノン妃の前身は旅芸人じゃなかったのか……？」

「追手から逃れるため、旅芸人の一座に紛れ込んだと聞いた。なんでもその一座は旧王家のごひいきだったそうだ。特に最後の国王が大衆芸能好きで、たいそう入れ込んで援助していたらしい。……そんなことをしているから叛乱を起こされたのかもな」

　アーノルドの口調はひどく苦々しかった。祖父にあたる人物の暗愚を示すと同時に、そのおかげで母は逃げ延びることができたのだ。胸中複雑で当然だろう。

　彼は訝しげに父王を眺めた。

「母は、父上にそのことは話していないと言っていましたが……」

「いつ、その話を聞いた？」

「亡くなる直前です。言うつもりはなかったが、近づいてきた旧貴族から、彼らに都合のいいよう事実をねじ曲げられて聞かされるくらいなら、と……」

「シャノンとは身分を隠して逢っていたが、その頃から彼女は身辺に不安を感じていたようだ。何者かに見張られ、尾行つけられている、と。ただそれが、新体制が送り込んだ刺客なのか、かつての権力を取り戻すために彼女を利用しようとする旧体制の亡命者たちなのか、わからなかったのだ」

「結局は亡命者のほうだったわけか」

　クライヴの呟きに国王は頷いた。

「はっきりしたのはシャノンを側妃に迎えた後だ。彼女は私の素性を知って別れようとしたのだが、すでにアーノルド、おまえを身ごもっていた。それで、悩んだ末に私の求婚を受け入れてくれた。私は彼女の身元について尋ねなかったし、彼女も話そうとしなかった」

「知らないほうがいいと思ったそうです。迷惑をかけたくなかったから」

　だが、シャノンが旧体制の王女だという噂は亡命者たちの間で密かに広がり、彼らはハートフィールド王国へ集まってきた。

　新たに権力を握った新王朝は、旧王族の動向には注意しても、逃げ出した貴族たちにはほとんど関心を示さなかった。彼らの放棄した土地や財産は支持者に再配分してしまったから、わざわざ連れ戻す意味はない。むしろ戻ってこられては困る。

　ハートフィールドが亡命者たちを焚きつけない限り、どうでもよかったのだ。厚遇したところでその資金はハートフィールドの王家の持ち出しだ。ヒースコートの国庫に影響はない。

　政治とは無縁でいたかったシャノンがあえて側妃となったのは、息子を守りたかったからだ。旅芸人の暮らしでは、いつなんどき命を狙われるか、攫われるかもわからない。王宮の奥にこもっていれば、その点では安心だった。

　だからシャノン妃は、最低限の社交以外はほとんど人前に出なかった。単なる妾妃であれば一切出なくても済んだだろうが、国王は周囲の反対や彼女自身が固辞するのを押し切って、公式に認められる第二妃である側妃にした。

「口には出さずとも、せめてもの敬意を示したかったのだ。彼女の元の身分に」

　国王の呟きにアーノルドは頭を下げた。

「そのことは、母もわかっていたのではないかと思います」

　シャノンの意向とは裏腹に、自分勝手に曲解した亡命者たちが彼女の元を訪れるようになった。いらぬことを息子に吹き込むのではと恐れた彼女は、あえて彼らを喜ばせるようなことを口にした。頻繁に接触して怪しまれては元も子もない、などともっともらしいことを言って追い払ったのだ。

　しばらくはそれでうまくいった。亡命者たちは今は雌伏のときと納得しておとなしくしていてくれた。正妃であるマイラ妃が亡くなると、彼らはさらに安心した。正妃が亡くなった場合、第二妃が繰り上がることはハートフィールドの法律で定められているからだ。たとえ正妃が空位のままでも、第二妃を差し置いて他の女性がその地位に就くことはない。

　だが、数年後にはシャノンも病床に伏臥すこととなった。死を免れないと悟った彼女は、息子にこれまでのことを話して聞かせた。けっして誰にも言わないように、父上にもですよ……と念を押して。

　アーノルドは母の言いつけに従ったが、わずか十二歳の少年がひとりで抱え込むにはその秘密は重すぎた。父に相談することもできず、彼は次第に鬱屈していった。

「クライヴ。幼いおまえの無邪気な敬愛も、私には重荷でしかなかったよ。兄である私が王位を継ぐものと頭から決めつけていただろう？」

　率直な告白にクライヴはうろたえた。

「本当に、そう思ったんだ！」

「そしておまえはさっさと舞台から降りてしまった。本来そこにいるべきではない、私を残して」

「兄上にだって継承権はあるだろ!?」

「おまえの次にな。それはちゃんとわかっていたし、母上にもおまえを支えるよう言われていた。だが、おまえが勝手に気を回して王位を譲ろうとしてくれたおかげで……私は妙な考えを抱くようになったんだ。……そう、おまえの言うとおり、私にはその権利がある。才能もある。いや、あるはずだ。なければならない。おまえよりもずっと王位継承者としてふさわしくなれば、父上も認めてくださるだろう、と」

「アーノルド、私は──」

　声を上げた国王を、アーノルドは手を上げて制した。

「わかっています。父上はとっくに私を認めてくださっている。最初から……それこそ生まれる前から。そうでなければ私は単なる庶子でしかなかった。でも、あの頃の私にはすがりつける目標が必要だったんです。何か高邁に思えるものが」

「……すまない。おまえの孤独に気付いてやれなかった」

「兄上のためを思ってのつもりが……。俺、かえって兄上を追い詰めてたのか……？」

　リアンヌは、ショックを受けるクライヴの腕を、そっとさすった。

　アーノルドは苦笑してかぶりを振った。

「追い詰められてよかったのかもしれないぞ。おまえに張り合うことで、勉学にも武芸にも打ち込めた」

「張り合うって……。兄上はいつだって俺のずっと先を行ってたじゃないか。敵わないなぁって、俺、感心して……」

「感心するだけで負けん気を起こさないとは、呆れた能天気め」

「ひどいな」

　さすがにクライヴもムッとした顔になる。

「私にはそれが、生まれついての王者の余裕としか思えなかったんだよ」

「そんなんじゃ──」

「わかってる。ただの僻みさ。勝手に勝負を放棄されてムカついてたし……。だから私は、心の中ではずっとおまえと張り合っていた。そうするうちに、いつのまにか勘違いしてたんだな。王太子になるのはきっと私だろう、と」

「アーノルド……」

　彼は父王に向かって一礼した。

「あの舞踏会での発表では殴られたみたいなショックを受けましたが、おかげで目も覚めました。そう……自分のすべきことを、思い出した」

「すべきことって？」

　クライヴが尋ねる。

「ヒースコートの亡命貴族どもに、ハートフィールドを利用させないこと」

　きっぱりとアーノルドは答えた。

「亡命貴族の一部が苛立ちをつのらせて過激化している。今までは、いずれ私がハートフィールドの王位を継ぐと見込んでおとなしくしていた。ナディーン姫との婚約もヒースコートを取り戻すための布石だと勝手に解釈してくれた。実際にはその逆で、ハートフィールドがヒースコートの現行政権を認めた──つまり、旧王家の復活に手を貸すことはないという宣言だった。──そうですよね？」

　国王は頷いた。

「ああ。ナディーン姫をアーノルドと婚約させたのは、向こうがそのように打診してきたこともあるが……無礼を承知で言わせてもらうと、まだ王妃として迎えるには体制が不安定だと判断したからだ」

　ハッとしたナディーンは、急いでかぶりを振った。

「そのお考えは、ごもっともですわ。それにわたくしは、アーノルド様をお慕いしていますから……」

　頬を染めて王女が呟くと、アーノルドもまたうっすらと顔を赤くした。それを見てリアンヌはホッとした。

（よかった。アーノルド殿下もナディーン姫がお好きなのだわ）

「父上、兄上たちの婚約に問題はないんでしょうね？」

　心配そうなクライヴの問いに国王は頷いた。

「ヒースコートの国王から了解の文書を受け取った。婚約解消を匂わせて強気に出たのが効いたな。ハートフィールドとの関係が悪化すると、他国から現政権の承認を得にくくなる。まだ新体制を認めていない国も多い」

「兄上が旧王家にゆかりの人物とは知らないんでしょうね？」

「いや、薄々勘づいているはずだ」

　父に代わってアーノルドが答える。

「亡命した貴族たちを追及せずに放っておいても、その動向をまったく監視しないわけがない。婚約を解消して完全に旧王家とのつながりを断ち切るか、あるいは角の立たない形で融和を図るか。ヒースコートの現国王は考えた上で後者を選択したのだと思う」

「……お父様は、抜け目のない御方です」

　小さな声で、ナディーン姫が申し訳なさそうに呟いた。

「で、俺を殺すと亡命貴族たちに明言したのは、どういうわけなんだよ？」

「いいかげん鬱陶しくなったのさ」

　アーノルドは顔をしかめて答えた。

「奴らは夢想家の集団だ。子どもの頃は彼らの言い分が正しいように思えて同情もしたが、実際にはただ過去の栄光にしがみついているだけだった。その『栄光』も奴らがそう思い込んでいるだけで、実際には領民を虐げ、搾取して、自分たちだけが贅沢で豪奢な生活を楽しんでいたんだ。民に見限られたことを認めず、一方的な被害者だと言い張っている。帰国してやりたいことと言えば、かつてと同じ贅沢三昧以外にない。そういうぐうたらな横着者ばかりだ。おまえと違って正真正銘、本物のな」

　ニヤリとされてクライヴが気まずそうに目を泳がせる。アーノルドは国王に視線を戻して話を続けた。

「父上は亡命者たちを寛大に受け入れ、援助しておられる。財産も領地もなくし、命からがら逃げてきた人々に手をさしのべるのはいい。だが、彼らは厚意にあぐらをかいてのらくらと日々を過ごしているだけです。働こうともせず」

「ヒースコートの旧貴族は商売などすることを禁じられていた。自ら働いて稼ぐなんて貴族のすることではないと今でも見做しているのだろう。その点では、我が国の大貴族も同様だが……」

　国王は口ごもり、気まずそうにちらとリアンヌを見た。バロー子爵家の初代は商人だ。旧来の領主貴族と商人や法官出身の新興貴族との対立には、以前から国王も頭を悩ませている。

「今や彼らは『自称貴族』にすぎません。むしろ、あのような寄生虫は我が国にとってきわめて有害です」

「兄上、はっきり言うなぁ」

　クライヴが感嘆の声を洩らす。

「事実だ。奴らは我が国の領主貴族に取り入って、新興貴族との対立を煽っている」

「うん、確かにこのところ亡命貴族を食客として迎える大貴族が増えてて気になってたんだ。……やっぱり兄上の存在が知れ渡ってるってことか」

「だろうな。だから私は消えたほうがいい。というか、その必要がある」

「何を言い出すんだよ!?」

　焦るクライヴを制し、アーノルドは封蝋を施した書類を国王に差し出した。

「クライヴ王太子の暗殺計画に賛同した亡命貴族たちの連署です。これで奴らを国外追放に処してください」

　国王は驚き、受け取った文書を開いて唸った。

「……こんなにか」

「忘恩の輩です。すみやかに御沙汰を」

「うむ……。しかしここにはおまえの署名もある。これを公表すれば、おまえも罪に問わねばならなくなるぞ」

「覚悟の上です。そもそも私の存在がこのような事態を引き起こしたのですから」

「ちょっと待て！　そんなことになったらナディーン姫はどうなるんだよ!?　兄上が好きなのに、結婚できなくなったらかわいそうじゃないか！」

　不安げに見守っていたナディーンは、クライヴの怒鳴り声に目を丸くした。リアンヌも堪えきれずに口を挟む。

「そうですよ！　アーノルド殿下、お志は大変にご立派ですけど、ナディーン様のことはちゃんとお考えになりました!?」

「えっ……いや、それは……」

　珍しくうろたえて口ごもる王子を、リアンヌは憤然と睨みつけた。

「高邁な目的とやらにお酔いになるのは結構ですけど、残される者の気持ちも少しは考えていただきたいものですわっ」

「リ、リアンヌさん」

　ナディーンのほうが慌てふためき、憤慨するリアンヌをなだめようと躍起になる。気を呑まれたように目を瞠っていたアーノルドは、神妙な顔になって堅苦しく頭を下げた。

「すまない。俺の考えが足りなかった」

　謝罪されて我に返り、リアンヌはサーッと青くなった。王族を叱りつけて頭を下げさせるなんて！

「も、申し訳ございません！　立場もわきまえず、出すぎたことを……っ」

「いや、きみの言うとおりだ」

「そうとも。リアンヌはいつだって正しいことを遠慮なく言ってくれるんだ」

　クライヴは嬉しそうに笑ってリアンヌの肩を抱いた。

「だから俺は彼女が好きなんです。前にも言ったとおり、俺はリアンヌ・バロー嬢と結婚しますよ」

「ちょ……！　どさくさ紛れに何言ってるんですか!?」

「どうしてもだめだと仰るなら、改めて立太子は拒否します」

「おい、今さら蒸し返すなよ」

　アーノルドが目を剥く。

「亡命貴族どもの謀議については囮捜査ということで、お咎めなし。その功績で王太子に抜擢……というのはどうですか？　俺は大賛成です」

「そんな抜擢があるか！　無茶苦茶言うなっ」

「俺はリアンヌ以外とは結婚したくない」

「じゃ……じゃあ、身分を問われない第二妃にしたらどうだ。それなら父上も反対なさるまい」

「正妃は抜きだぞ」

　真顔でクライヴが言う。

「そんなっ、それではリアンヌさんがお気の毒です！　貴族令嬢なのに失礼ではありませんかっ」

　おとなしいナディーン姫まで、たまりかねたように金切り声を上げる。

　口論から蹴りだされた格好で唖然としていたリアンヌと国王は、ふと顔を見合わせてどちらともなく苦笑いした。

「……わかった。わかったから、三人とも言い争いはやめなさい」

　国王が咳払いして語気を強めると、兄弟は眉を吊り上げて睨み合ったままだが、ナディーン姫だけは我に返って真っ赤になった。

「ひとつ確認しておきたいのだが、リアンヌ。きみはクライヴとの結婚を承諾しているのかね？」

「は、はい、陛下。恐れ多いことですが、殿下がお望みであれば……」

「おいおい、それじゃ俺が強要したみたいじゃないか。好きだから結婚するって素直に言え」

「わたしにだって臣下としての立場ってものがあるんですよっ」

　いつものくせで憤然と言い返し、慌てて口を押さえる。国王は苦笑しながら頷いた。

「確かに私の知る限り、大貴族の令嬢には見当たらぬタイプの女性だな。さすが公募試験を突破して王立騎士団員になった逸材だ」

　国王に『逸材』などと言われ、リアンヌは恐縮して畏まった。国王は表情を改めると重々しく頷いた。

「よかろう。ふたりの結婚を許可する。ただし、クライヴは立太子を承諾し、今後は王太子としての務めをしっかり果たすこと。よいな」

「ありがとうございます、父上。大丈夫です。ぐうたらしてたらリアンヌに蹴飛ばされますので」

　にっこり笑って請け合うクライヴを、リアンヌは泣きそうな顔で睨みつけた。

（陛下が本気にしたらどうするのよ!?）

　毎朝のように叩き起こしていても、蹴飛ばしたことは──さすがに──一度もないのに！

「そのときは俺も加勢しよう」

　アーノルドが生真面目に言ってくれたが、素直に感謝していいものやら……。

　結局、クライヴの進言したように、兄王子による王太子襲撃事件はヒースコートの亡命貴族たちの謀略を暴くための囮捜査だった……ということで、アーノルドが罪に問われることはなかった。

　国王の御前を辞し、王宮の廻廊を四人で歩いていると、クライヴが兄に尋ねた。

「あのさ。兄上は本気で俺を殺しに来たんじゃなかったんだよな？　その割に本気にしか見えなくて、正直びびったんだけど……」

「こっちが本気でかからなければおまえも本気を出さないだろう。一度くらい遠慮なしにやりあってみたかった。いつも手加減されてムカついてたからな」

「手加減なんかしてないって！」

「本気じゃなかった」

「本気だったよ！」

「そうは思えん。何がなんでも勝とうという気概が伝わってきたことは一度もない」

「勝てるもんなら勝ちたかったさ」

　憮然と言い返したとたん、ごつりと拳を見舞われてクライヴは目を白黒させた。

「痛ぇな！　いきなり何すんだよ!?」

「勝てるもんなら、だと？　だからおまえは甘ったれだと言うんだ」

「兄上に負けても悔しくならないんだから仕方ないだろ。他の奴らとは違う」

　むすっとするクライヴを横目で眺め、アーノルドはフンと鼻息をついた。

「私はおまえに勝つたび悔しかったよ」

「……ごめん。そういうの、よくわかんなくて」

「甘ったれの単細胞め。心配でおちおち悪巧みもできやしない。……ひょっとしてそれが狙いか？」

「甘ったれの単細胞に、そんな深謀遠慮ができると思う？」

「無理だな」

「うん、無理」

　前を行くふたりの会話を聞きながら、リアンヌは噴き出しそうになるのを懸命に耐えていた。

（なんだかんだで、結局仲いいんじゃない）

　ふと隣を歩くナディーン姫を見ると、彼女もまた声を殺して忍び笑っている。ふたりは顔を見合わせ、肩をすくめてふふっと笑い合ったのだった。
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　後日、陰謀に加担した亡命貴族は全員が国外退去処分となった。彼らの面倒を見ていたハートフィールドの大貴族たちは面目を失し、国王から厳しい譴責を受けた。しかし、そのおかげでリアンヌとクライヴの結婚を反対されずに済んだとも言える。

　やっと腹を括ったクライヴの立太子式と、兄弟の合同結婚式は同じ日に挙行された。

　クライヴとリアンヌ、アーノルドとナディーン姫は並んで厳かに誓いを立て、晴れて夫婦となった。ハートフィールド王国は二重、三重の喜びに包まれた。

　盛大な祝宴が続く中、二組の夫婦はそれぞれの宮殿へ引き上げた。これまでとは逆に、王太子となったクライヴとその妃であるリアンヌは主宮殿の翼棟にある居室へ、アーノルドとナディーンはこれまでクライヴが住んでいた旧宮殿で新生活を始める。

　クライヴは気ままな離宮暮らしを続けたがったが、王太子となったからにはそうもいかないでしょうとリアンヌに諭され、しぶしぶ引っ越したのだ。リアンヌとて住み慣れた場所を離れるのは寂しいが、致し方ない。思いがけず王太子妃となってしまったからには、覚悟を決めて早く慣れなければ。

　主宮殿には三つの翼棟があり、真ん中の北翼棟が王の住居、東側が王太子の翼棟だ。アーノルドが住んでいたのはその他の王族の住居に当てられる西翼棟なので、正確には入れ替わったわけではない。

　広大な翼棟には続き部屋がいくつもあり、引っ越してからも結婚するまでは別々の居室で暮らしていたのだが、これからは共同の居室を使うことになる。

　着替えと湯浴みを済ませたリアンヌが緊張の面持ちで寝室へ入っていくと、クライヴは窓から身を乗り出すように外を覗き込んでいた。

「クライヴ様？　何をなさってるんですか」

「足場が少ない。前の宮殿みたいに蔦もないし、これでは抜け出すのが難しいな」

「抜け出さなくていいんですよ！　まさか、まだ密偵まがいの活動を続けるおつもりですか!?」

「や、たまには息抜きを……と」

　リアンヌは腕を組み、半眼になってじろりと彼を睨んだ。

「……なるほど。あのオペラ座の仮面舞踏会も『息抜き』だったわけですね。ずいぶん場馴れしてたし、しょっちゅう参加なさってるんでしょうねぇ。ボックス席に女性を連れ込んで」

「連れ込んだのはリアンヌだけだぞ!?　確かにボックス席はいつも押さえてたけど、休憩と観察のためだ」

　リアンヌは眉を上げた。

「あんないかがわしいところで、なんの観察をしてたのやら」

「オペラ座は別にいかがわしい場所じゃないぞ。たまにいかがわしいイベントがあるだけだ。ふだんはちゃんとオペラや芝居をやってる。そういうのなら一緒に行ってくれるよな？」

「まぁ、まともな公演なら……」

「さっそく手配しておこう。楽しみだな！」

　上機嫌に言うとクライヴはひょいとリアンヌを抱え上げてくるりと回った。

「これからは舞踏会にも積極的に出るぞ。ダンスが好きなリアンヌを退屈させるのは忍びない。足を引っ張るのも悪いから、もっとちゃんと練習する」

「そ、それは嬉しいですけど……きゃっ」

　ドサッとふたりしてベッドに折り重なって、リアンヌは息を弾ませた。思いがけず真剣な瞳で見つめられて鼓動が跳ねる。

「……愛してる、リアンヌ」

　真摯な囁きに喜びが込み上げ、リアンヌは瞳を潤ませてこくりと頷いた。

「わたしもです、クライヴ様」

　優しく唇が重なる。彼の頬をそっと撫でてリアンヌは囁いた。

「素顔でキスしたの、初めてですよね……？　お式のときは別として」

「そうだったっけ？」

　首を傾げるクライヴに、リアンヌはふふっと笑った。

「……なんか変ですよね。わたしたち。隠れんぼと追いかけっこを同時にしてたみたい」

「そうだな。やっと捕まえた」

　クライヴは囁いてふたたび唇を重ねた。今度はずっと長く、熱っぽいくちづけだった。






　心地よい疲労感に包まれて、リアンヌは目を閉じた。耳元でクライヴが甘やかすように睦言を囁いている。リアンヌは吐息を洩らし、厚い胸板に鼻先をすり寄せた。

　今はただ、この逞しい腕に抱かれてぐっすり眠りたい。

　そうしたら、明日の朝はまた元気一杯に起こしてあげる。

　いつものようにあなたは冬眠明けの熊みたいなとろんとした目付きで大あくびをするのでしょうね。

　でも。

　そういうあなたが、どういうわけだかわたしはすごく好きなんだわ……。

　ふふっと笑い、満ち足りた気分でリアンヌはあたたかく幸福な眠りに身をゆだねた。
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